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２０１９年１２月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１９日（木）、ＮＨＫ福岡放送局にお

いて、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴した「自然体感アドベンチャー 未知なる大分の海」につい

て説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、１月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  山元 紀子 （霧島高原ビール（株）  代表取締役） 

副委員長 長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家） 

乾  眞寛 （福岡大学 スポーツ科学部教授） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

楠田 喜隆 （（株）雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役) 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部教授） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （南九州大学 環境園芸学部教授） 

 

（主な発言） 

 

＜「自然体感アドベンチャー 未知なる大分の海」  

(総合 １１月２９日(金)放送)について＞ 

 

○  番組のタイトルに「大分」の文字があり、知らないことも多く、興味を持って番

組を視聴した。冒頭にサンゴの映像があり、これはどこの海かという問いかけがあっ

たが、この構成がよかった。まるで沖縄の海のようなビジュアルと、私たちが日頃

食べている魚が混在する海が、こんな近くにあることを知り驚いた。一緒に番組を

見ていた人と、話をしながら盛り上がることができた。大分の魅力を発信するよい

番組だったと思う。大分の海が、さまざまな生物が生きていける多様性のある場所

だということを知り、とても感動した。魚をテーマにしたラップ音楽も、若い人た

ちの関心を引きつけるだけでなく、魚の特徴も知ることができ、よかったと思う。 

  

○  大分は温泉というイメージが強く、大分の海の魅力を知らなかったので、新しい
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ことをたくさん知ることができた番組だった。さまざまなゲストが出演しており、

楽しさという面ではよかったと思う。タレントの優木まおみさんは、同じ九州の佐

賀出身であり、地域目線のわかりやすいコメントだった。大分出身で俳優の石丸謙

二郎さんは声が魅力的で、石丸さんが海に潜るパートを担当し、同時にナレーショ

ンをしてもおもしろかったと思う。また、石丸さんが干潟でカブトガニを見つけた

が、よくあの限られた時間で見つけることができたと思った。豊前、豊後に関する

解説は、石丸さんが話すと非常に説得力があり、海の魅力を知ることもでき、大分

の豊かさを実感することができた。しかし後半の「釣り」のパートは、後からとっ

てつけたような印象だった。 

 

○  自分が知っている大分の海が、どこまで出てくるか非常に期待をして番組を視聴

した。田ノ浦ビーチは人工的に整備された海岸であるが、その海にこれだけ自然が

残っているということを知り、大分に住んでいる人でも驚いた人が多かったのでは

ないかと思う。ゲストの会話で映像に集中できない部分があった。平日夕方６時台

に大分県向けに放送している「いろどりＯＩＴＡ」の中で定期的に石丸さんが出演

しているコーナーがあり、日頃から応援している。その石丸さんが中津干潟を訪れ

たコーナーでは、以前は泥臭く荒れていた干潟が、さまざまな取り組みを通じてき

れいになっていったことを知り、カブトガニのような希少生物が残されていたこと

に感動した。この番組のおかげで、大分に住んでいる人でも「豊かな海が残った、

これからは残す努力を重ねていかないといけない」という言葉に心を打たれたと思

う。この言葉が、番組が一番言いたかったことだと思う。今後も豊かな海をテーマ

にした番組に期待する。 

 

○  司会が２人にゲスト５人というのが、人数的に多いと思ったが、「潜る」、「歩く」、

「釣る」と３つのコーナーで担当が分かれていたので、多角的な視点でよかったと

思う。ただ、３つのコーナーの満足度にあまりにも差があった。また「歩く」と「釣

る」は順番が逆でもよかったのではないかと思った。１番目の「潜る」パートでは、

ゲストのＡＫＢ４８の大家志津香さんが台風通過後の濁った海に潜り、「はぐれたら

終わりみたいな透明度だった」というコメントがあったが、安全性に問題はなかっ

たのか、少し疑問を持った。大家さんはスタジオでの地図の説明や、コメントは非

常に的確だった。水産高校の出身ということで魚にも詳しく、たとえ海に潜ること

ができなかったとしても臨機応変に対応し、本人のキャラクターをもう少し生かせ

ればよかったと思う。２番目の「歩く」では、干潟を歩いて生物を紹介しており、

なかなか見られない貴重な映像だと思った。限られた時間の中でカブトガニを見つ

けたことに感動したが、どうしてカブトガニの名前を伏せて探し始めたのか、意図

がわからなかった。最初からカブトガニとわかっていて探したほうがおもしろかっ
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たのではないかと思った。石丸さんの「小さな体で命をつないできた、この小ささ

に感動した」というコメントが印象的でとてもよいキャスティングだと思った。３

番目の「釣る」では、さかな芸人ハットリさんが数多く釣る中で、じゅんいちダビッ

ドソンさんがほとんど釣れないというコントラストは非常におもしろいと思った。

釣った魚をしっかりと食べたことはとても好感が持てたが、肝心の食べるシーンが、

写真とコメントのみで、リアルな感想が聞きたかった。全体を通して、映像はとて

も美しいと思ったが、ワイプが何度も入っており、わずらわしく感じた。石丸さん

のコメントに印象的な言葉がいくつかあり、「豊かな海が残った、これからは残す努

力を重ねていかないといけない」というコメントが、とても心に残った。 

 

（ＮＨＫ側） 

ワイプについては、さまざまな見方があると思う。自然番組

で、映像をじっくり見たいという人もいれば、今回の番組で言

うと、スタジオでゲストが映像を見て、味わいながら展開して

いくという演出をした。できるだけお茶の間と一緒に感動しな

がら見るという形を目指し、少しワイプを多めにした。また、

「潜る」のコーナーだが、安全を確認した上で実施している。

例えば波が高いなど状況によっては中止する予定だった。ご指

摘頂いた点は今後の番組制作に生かしていきたい。また、大家

さんは水産高校出身で潜水や魚にも詳しく、そのキャラクター

をもう少し生かすシーンを入れてもよかった。 

 

○  いくつか印象に残るきれいな映像や、自然を残さないといけないということは伝

わってきたが、５９分の放送時間は長く、退屈に感じた。誰に向けて、何を訴えた

い番組なのかが、最後までわからず、なぜ大分の海なのかとも思った。いろいろな

ものが混在しており、真面目なコメントを言いながらも進行がくだけており、何が

言いたいのだろうかと感じた。釣りをする人など、見る人によってはおもしろい番

組なのかもしれないが、個人的には見るのが少しつらかった。しかし、比較的近く

にある大分の海にこれほどきれいなところがあり、魚の宝庫と言われるには、この

ような自然環境が背景にあったということが勉強になり、その点はよかったと思う。 

 

○  大分の海の魅力は、番組全体として伝わったが、番組の構成など、ふに落ちない

部分もあり、番組が長く感じた。番組としては、「潜る」と「歩く」のコーナーで十

分に海の魅力を感じたので、「釣り」のコーナーは流して見た。番組の最後に、突然

明るい音楽と海中のきれいな映像が流れ、いろいろと詰め込み過ぎたのではと感じ

た。番組の出演者については、司会のお笑い芸人の方が、上手に進行しようとして
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いるのは伝わってきたが、若干落ち着いていない印象を受けた。また最後に、「海の

生物も知ったけど、大分のことも詳しく知った」と言っていたが、このコメントを

石丸さんが言うと、最後に番組が締まったのではないだろうかと思った。「潜る」の

コーナーでは、台風の影響で撮れなかった映像を、後日撮影スタッフが撮りに行っ

ており、スタッフの苦労も感じた。しかし地域の情報という視点で見ると、行って

みたいと思わせる要素が少し弱かったと思う。せっかく大分の海の魅力とうたって

いるのであれば、問い合わせ先なども情報としてあれば、出かけてみようと思うの

ではないだろうか。 

 

○  司会の方は頑張っている感じはしたので、これから司会者として育っていくのか

なと思った。出演者を見て、おそらくこの番組は若い人に見てほしいのだろうと感

じ、そのような目線で見た。「潜る」のコーナーは映像が美しく、アオリイカがうま

れる貴重な映像も奇跡的に撮れていた。海が濁っていて、大家さんが潜れなかった

シーンは、今回の番組では要らなかったのではないか。後日、きれいな海を撮影し、

見せるだけでよかったのではないかと思う。「歩く」のコーナーは専門家の意見もあ

り、干潟の大切さが伝わってきた。石丸さんと飯尾夏帆アナウンサーのコンビもよ

く、貴重な干潟であることが伝わってきた。「釣り」のコーナーは無くてもよかった

と思う。あるいはさかな芸人ハットリさん一人でもよかったのではないかと感じた。

ゲストの優木さんはコメントをしているだけだったので、立ち位置を変えて司会で

もよかったのではないかと思った。最後に、石丸さんの「豊かな海が残った、これ

からは残す努力を重ねていかないといけない」というコメントが、非常に説得力が

あって感心した。５９分の番組としてはやや長く、改善点も多くあると思うが、大

分の海の豊かさを学べたので、大変有意義な番組だったのは確かである。 

 

○  いろいろな海の美しいシーンが撮れていた反面、全体的に残念な感じがした。放

送時間が長く、３０分ぐらいでもよかったのではないか。出演者が多すぎて、コメ

ントをとらないといけないために、必然的に時間が長くなっている。「釣る」のコー

ナーでは、釣り方やねらいを、短くわかりやすく解説し、釣れた魚のことも即座に

説明しており、非常に説得力があって小気味よかった。釣りのことが全くわからな

い自分でも、なるほどと感じられ、さかな芸人ハットリさんのキャラクターはとて

もよかったと思う。「潜る」のコーナーは、台風の影響が残る海に何度も潜らせる必

要があったのかどうか疑問に感じた。潜っても何も撮れないのであれば、潜らせる

必要は無かったと思う。深島のすばらしさは伝わってきた。宮崎との境の海には、

このような美しい海があることを知り感動した。テロップやワイプについては、さ

まざまな演出方法があり、今のはやりなのかもしれないが、個人的には、本来の映

像の力を弱める一因になっていると感じた。必要な場面には入れてもいいと思うが、
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やはり映像自体に見せる力がある場合には、余計なテロップやワイプなどを入れな

いでほしいと思った。 

 

○  全体的な印象としては、明るい音楽やポップなデザインのテロップが多用されて

おり、家族みんなで楽しめるような番組を目指していると思った。お笑い芸人には

詳しくないが、司会者と、ゲストのかけ合いはおもしろかった。飯尾アナウンサー

も、新人らしい初々しさがあり、番組の雰囲気には合っていたと思う。ゲストの石

丸さんは、穏やかかつしっかりしたコメントをしており、番組に安定感を与えてい

た。大家さんが潜った田ノ浦ビーチの海中のシーンなどは、非常に臨場感があり、

楽しんでいる様子も伝わってきた。台風の影響で深島での撮影を途中で断念したの

は本当に残念で、再チャレンジできるものであればして欲しかった。「歩く」のコー

ナーでは、中津干潟のスケール感が大きく、東京ドーム２９０個分のたとえがわか

りやすかった。干潟で見つけたカブトガニは、動いているものを見たことがなかっ

たので感激した。全国的に干潟が開発などで減っている中で、その背景や干潟を守っ

ていくことの必要性にも触れており、有意義な場面だったと思う。「釣る」のコーナー

については、前の２つのコーナーに比べると正直もの足りないという印象だった。 

 

○  放送開始が午後７時３０分なので、幅広い世代、家族で見ることを想定した番組

だったのだと思う。教養や自然、動物、干潟の環境、観光などさまざまな情報を組

み合わせて制作したと思うが、多様なものが番組に入りすぎて雑然としているよう

に感じた。５９分の番組は少し長かったと思う。お笑い芸人を司会に起用すること

が今は多いと思うが、映像とことばのバランスが合わないと感じる場面があった。

大分県は“おんせん県”のイメージが強かったが、海の美しさを知ることができ、

大分の海を見に行ってみたいと感じさせる番組だった。番組タイトルに「体感」と

いうことばを使っていたが、同じくタイトルにある「未知なる大分の海」までを体

感できたかというと難しい部分もあった。取材に行った人たちは体感していても、

それが見る人にどこまで伝わっていたかと考えると、タイトルというのは非常に難

しいと改めて感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

視聴者に不安を与えるような場面はもう少し短くし、後で撮

り直しなどすればよかったかもしれない。あえて、あの場面を

使う必要があったのかという指摘については、今後の参考にし

たい。キャスティングについては、石丸さんを入れたことで、

石丸さんの含蓄のある言葉が番組に重みを与えたと考えている。

番組が長いという意見もあったが、５９分という枠をどう視聴
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者に飽きずに見てもらうかということを考えた結果、このよう

な構成にした。今後も検討をしていきたいと思う。番組の要素

を減らして、出演者のキャラクターを生かすほうにシフトする

という発想も大切であるという指摘は今後の参考にしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

潜水取材の安全性について補足すると、ＮＨＫでは、潜水に

関して毎年厳しい訓練や研修を行っている。安全なくして取材

なしという精神で、今回の番組でも貴重な海の生物等を撮影し

た。出演者の安全に関しても最大限配慮している。引き続き大

分の海の魅力を伝えていきたいと思う。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月２４日(日)の大相撲九州場所千秋楽(総合 後 3:05～6:00)の中継を見た。画

面の隅に２次元バーコードが出ており、スマートフォンで読み取ってみたところ、

大相撲の特設ページで、新入幕の力士のコメントや関取の対談などさまざまな情報

を見ることができた。大相撲に対して興味を引くように工夫をしていると思った。

また、副音声では英語による放送を行っており、外国の方々も含めて、より多くの

方々に向けて情報発信をしており、ＮＨＫならではだと感じた。 

 

○  １１月２８日(木)の「いろどりＯＩＴＡ」を見た。「“あの手この手”で芸術家を

呼び込む国東市」という伝え方で若い夫婦が取り上げられていたが、彼らが“あの

手この手”に乗って移住したように見えてしまった。２人は今から一生懸命その町

で生きていこうという人たちなので、どのような反響が出たかが気になった。“アー

トを通じて地域に活力を”という切り口のほうがよかったのではないか。 

 

○  １１月２９日(金)の金サガ 佐賀イズム「佐賀豪雨３か月 被災者のいま～武雄

～」を見た。被災者やボランティアの声を丹念に拾っていた番組だったが、何かう

わべだけを伝えた番組に感じてしまった。新興住宅地に家を新築してわずか２週間

後に自宅が浸水してしまった若い夫婦のインタビューがあった。聞いていて切なく

なるような話で、今なお復興が続いている現状を知ることができる内容だったが、

それ以上の情報がなかった。なぜ浸水が予想される地域が住宅地になったのか、豪

雨から３か月たち、そろそろ本質的な部分を知りたいと思った。武雄では、農地が

水を引き込みやすいように低い場所に作られているが、近年は農地が宅地に用途変
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更されているところが多い。低地は浸水被害にあう可能性も高いにもかかわらず、

そこが常識になっていないという点も、ぜひ取り上げてほしかった。被災地の現状

を伝え、同じような経験をする人がいなくなるように問題提起する番組をつくるこ

とも、公共放送の使命ではないかと思う。武雄は平成の初めに、今回と同じような

大水害があり、例えば、そのときの被災地域と今回の被災地域を比較して、当時の

教訓が生かされていたのかなど、検証番組としてできるのではないだろうか。出演

していたアナウンサーは、発災時から現地取材を重ねてきたということだったが、

それがあまり感じられなかった。現地取材を重ねてきたのであれば、インタビュー

ももう少し具体的に聞いてほしかった。インタビューは会話のやりとりが重要だと

思うが、相手の気持ちを引き出したいとか、視聴者にこういうことを伝えたいとい

う気持ちに欠けていたのか、あるいは少し緊張感がないようにも感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

被災地での取材が表層的ではないかという指摘を、またニュー

ス企画の伝え方に疑問を感じたという指摘をいただいた。取材・

制作側のわれわれは、視聴者にどう受けとめられるか、どのよう

に見られるかということも常に意識し、細かな部分まで意識して

伝えていくことが非常に大事だと再認識した。 

 

○  １２月２日(月)の「おはよう九州・沖縄」を見た。地方自治体が、地域おこしに

関する仕事を用意することで、都会から若者の移住を促す「地域おこし協力隊員制

度」について取り上げていた。隊員の半数近くは任期が終わったあと、都会に戻っ

ているという現実をしっかりと伝えていた。大分県内のニュースが広く九州・沖縄

地方に向けて発信されていたのでよかったと思う。 

 

○  １２月２日(月)からＮＨＫスペシャル シリーズ体感 首都直下地震が放送されて

いたが、ここでも「体感」ということばが使われており、少し気になった。テレビ

を見ることができない被災者の人たちに対し、どのように情報を伝えていくかとい

うことが課題だと感じた。また、番組を見て、平時から災害に対する心構えが非常

に重要であると感じた。 

 

○  １２月４日(水)にアフガニスタンで銃撃されて亡くなった、ペシャワール会現地

代表の中村哲医師に関する一連の報道を見た。中村医師がアフガニスタンで銃撃さ

れたというテロップはＮＨＫが圧倒的に早く、衝撃を受けた。死亡というテロップ

も、ＮＨＫが最も早かったと思う。日常的には取材が難しい地域で起きた、日本に

かかわる重大なニュースをいち早く速報したというのは、さすが公共放送だと思っ
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た。翌日の５日(木)には、「医師・中村哲さんが残したもの～平和のために人を信じ

続けて～」(総合 後 7:30～7:57 九州沖縄ブロック)を放送しており、とてもよい対

応だったと思う。みなさんが悲しく、やりきれなく思っている中で、中村さんの思

想、功績、人となりなどを、ゆかりの人にスタジオに来てもらい生の声で伝えてい

た。その日の深夜には、「時論公論」でも中村医師の功績を伝えており、速やかな対

応だったと思う。２日後の７日(土)には、ＥＴＶ特集・選「武器ではなく 命の水

を～医師・中村哲とアフガニスタン」の再放送をしており、これも速やかな対応だっ

たと思う。ペシャワール会がほかの団体と異なるのは、企業でも団体でもなく、一

人一人の市民がお金を出して、共感して支えているというところである。そういっ

た意味で、中村さんの功績を伝え、私たちに残されたものは何なのか、私たちはこ

れから何をしていけばいいのかということを、１２月１０日(火)のクローズアップ

現代＋「中村哲医師 貫いた志」で改めて伝えていた。中村さんの功績に共感し、

応援している市民は全国に多いと思うので、これだけ次々と対応したというのは、

本当にＮＨＫらしい報道だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

中村医師が銃撃されて亡くなった事件に関しては、翌日に特別

番組を放送した。迅速な対応ができたと思っている。 

 

○  １２月８日(日)のＮＨＫスペシャル シリーズ 体感 首都直下地震「災害に耐

える社会へ」を見た。東京への一極集中をいまだに解消できていない中で、首都直

下地震への対策は東京だけの問題ではなく、日本経済や日本社会のために機能を分

散化していくことも考えなくてはいけないのではないかと思った。官で考えないと

いけない部分と民に委ねないといけない部分があり、課題はさまざまある。 

 １２月１日から１週間かけて放送したことは非常に有意義だった。どのような災

害が起きて、どのように経過していくかをリアルに追っていたと思う。怖いぐらい

衝撃を受ける番組だった。 

 

○  １２月１２日(木)のにっぽんぐるり「愛されて３００年“琉球歌舞劇”組踊の世

界」を見た。全国的にはほとんどなじみのない組踊の魅力を、歴史的な背景から成

り立ち、組踊の様式について、タレントの高橋みなみさんが、実際に沖縄で鑑賞し、

体験するなどして、とてもわかりやすく紹介していた。組踊を見たことがない人に

もわかりやすかったと思う。舞台のシーンでは日本語で字幕が付いていたほか、古

典の組踊だけでなく、シンデレラや桃太郎の組踊版など、門戸を広げるための取り

組み、若い実演家の育成なども丁寧に取材しており、さまざまな視点からの組踊の

魅力が伝えられていたと思う。沖縄県出身のジョン・カビラさんがナレーションを
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しており、沖縄固有の言葉やイントネーションが丁寧で、すばらしかった。番組の

中で、終戦の年の瀬に開かれた 1945 年のクリスマス演芸会の話題が盛り込まれてい

た。実際に舞台に立った名優の方が「琉球国という国はなくなっても、こうして戦

争があって、全てが焼き尽くされても、いかなる艦砲でも文化を焼き尽くすことは

できない、文化は決して滅びない」とコメントしており、300 年間さまざまな事があっ

たが、人々の手でつながってきた舞台芸能が、今日まで息づいているということの

すごさを、番組を通して改めて知ることができた。先日、琉球文化の象徴である首

里城の焼失という悲しい出来事があったが、こうした組踊を初めとする文化がしっ

かりと息づいているということが救いであり、希望であるということを見せてくれ

た番組だった。 

 

○  １２月１３日(金)のくまもとの風「ドキュメント７２時間 ３３３３段 日本一

の石段の先には」を見た。熊本県民にとっては大変なじみのある場所なので、広く

全国に紹介されたことは、とてもうれしかったと思う。石段を登る人々がどのよう

な理由で石段を登っているかについて、淡々と耳を傾けているような番組だった。

さまざまな背景や理由を抱えた人が登ってくるのだが、人の心の核に迫るようなコ

メントが、石段を登る中で上手に引き出されていたと思う。「ドキュメント７２時間」

史上、一番厳しいロケだったと紹介されており、スタッフの苦労も透けて見えた。

私はこの番組を２回見たが、２回目はあえて音声を消して見た。話を聞いた方の職

業や年齢、ディレクターとのやりとりの要点がテロップで表示されるので、音声を

聞かなくても、十分内容を理解できる作りになっていた。何となくぼやっと見てい

ても内容がすっと入ってくるように、テロップなどで工夫をしていると感じた。放

送時間も大変見やすくコンパクトにまとめられていた。 

 

○  １２月１６日(月)の「ニュースブリッジ北九州」を見た。地域の企業や地域の学

生が出てくるニュースは、非常におもしろく、自分に身近なニュースと思って見て

いる。商品の話題では、商品のもう少し詳しい情報があるといいと思っているが、

この日の放送はその情報が入っておりよかった。ただ、男性キャスターとの声のボ

リュームの違いなのか、女性キャスターの声が聞きづらく、少し気になった。１２

月１８日(水)の回では、レンコンのニュースを伝えており、食べ方について図を用

いて詳しく説明するなど、非常にわかりやすかった。根元と先端で料理の仕方が違

うという話だったが、一般に市場に売っているレンコンが、先端なのか根元なのか

という情報もあればさらによかったと思う。 

 

○  １２月１７日(火)のクローズアップ現代＋「幼保無償化 現場で何が～少子化対

策をどう進める～」を見た。幼保無償化による保育現場への影響を取り上げていた。
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人手不足や待機児童の問題についての現実を知り、現場の厳しさを感じた。保育の

質の保証が問題であるという終わり方をしていたが、確かに問題提起はしてほしい

が、不安をあおるだけでなく、うまく対応している例や改善策はないのかと感じた。

解決策まではたどり着かなくても、何かよい取り組みや、このような変化が起きて

いるというところもあわせて伝えていたらよかった。クローズアップ現代＋は少し

ほっとしたい時間帯に、難しい問題をとりあげているので、問題点を明らかにする

だけではなく、少しプラスの方向に転ずるような終わり方をしてほしいと思った。 

 

○  １２月１８日(水)朝に奄美南部で発生した震度４の地震関連報道を見たが、丁寧

に現状を報道していたと思う。緊急地震速報から１０分以上放送していたが、何ら

かの基準が定められた上でそれだけの時間を取っているのだろうか。差し迫った状

況でもなさそうだったので、震度４にしては報道している時間が長いと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

緊急地震速報が出るということは、大きな揺れのおそれがあ

るということで、震度は１～２分で情報が入ってくるが、津波

の有無の情報は、状況にもよるが、伝えるまで５分程度かかる。

また被害の有無について、警察や消防に電話で取材をして、大

きな被害が無かったとしても、それが見えてくるのに１０分程

度はかかる。このため、被害の有無を確認するにも一定の時間

はかかるので、結果として大きな被害が無かった場合でも、１

０分程度は関連報道を行う必要がある場合がある。 

 

○  2018 年４月１９日(水)の世界の哲学者に人生相談 第３回「自由になるには？」

を飛行機の機内エンターテイメントサービスを通じて見た。飛行機に乗っていると

きの自分の気分に合うと思った。普段の放送は午後１１時からということで、見や

すい、見ようと思ったら見られる時間帯で、飛行機で動くビジネスマンと番組のター

ゲット層が似ていると感じた。このような形で番組が活用されるのはよいと思った。 

 

○  １２月２日(月)の１００分ｄｅ名著 ドストエフスキー“カラマーゾフの兄弟” 

第１回「過剰なる家族」を見た。非常に解読が難しい作品をかみ砕いて説明してい

た。学校でも使ってほしいと思えるような番組だった。 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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２０１９年１１月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１１月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、２１日（木）、ＮＨＫ福岡放送局にお

いて、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴したプロフェッショナル 仕事の流儀「命を削り、心を研ぐ～

包丁研ぎ職人・坂下勝美」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交

換を行った。 

最後に、１２月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行わ

れ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  山元 紀子 （霧島高原ビール（株）  代表取締役） 

副委員長 長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家） 

乾  眞寛 （福岡大学 スポーツ科学部教授） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

楠田 喜隆 （（株）雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役) 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部教授） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （南九州大学 環境園芸学部教授） 

 

（主な発言） 

 

＜プロフェッショナル 仕事の流儀「命を削り、心を研ぐ～包丁研ぎ職人・坂下勝美」  

(総合 ９月２４日(火)放送)について＞ 

 

○  包丁研ぎ職人の坂下勝美さんのことを知らなかったので、この番組を見て非常に

驚いた。業界では有名な方なのかもしれないが、一般の人にはなかなかわからない

ことなので、知ることができてよかった。「プロフェッショナル 仕事の流儀」は、

さまざまな挫折を経験しながらもその道を極めた方を紹介する番組であり、その方

から発せられる含蓄のあることばに共感したり、勇気をもらったり、このように生

きていきたいと感じることができる。今回もそういったことばが端々に出てきて共

感した。坂下さんの母親のことばで、「人の心はニラの葉に包まれる」という表現が

あり、難解だと思って聞いていたが、ここに坂下さんの仕事への向き合い方が凝縮

されて描かれていたと思う。若手の職人からの相談に仕事を中断して向き合う姿が、
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母親の姿と重なって見えた。過去の挫折を紹介するシーンで、“包丁屋とネクタイ”

というテロップが出ていたが、それも本人の挫折のエピソードを端的に表しており、

番組のタイトルにもなり得るような印象的なことばだった。一方で、いくつか気に

なった点を挙げると、ハモを切るときに、効果音かと思うぐらいに、ザクザクとい

う音が聞こえてきた。その場面に「骨切りの音が小気味よく響き渡った」というナ

レーションを入れていたが、骨切りの音をじっくり聞かせるだけでも伝わるものが

あったと思う。料理人の石原仁司さんとの出会いが、包丁職人として飛躍するきっ

かけになったということだったが、どのような出会いだったのかを詳しく知りた

かった。最後に、全国放送の定時番組にはどうしても構成や表現方法にフォーマッ

トがあるかのように少し型にはまった作り方になることが多い。このようなフォー

マットに当てはめない地域向け番組としても見てみたかったと思う。フォーマット

に当てはめると、制作者の個性や地域性が見えにくくなると感じた。 

  

○  一見どこにでもいそうな風ぼうの坂下さんが、実は、日本の宝とも言える包丁研

ぎの名人という、この意外性に導入部から引き込まれた。包丁研ぎというのが、ど

のような仕事なのか、どのような技があるのか、何が難しいのか、ほかの研ぎ師の

方と坂下さんの違いは一体何なのか、それらを視聴者が理解できるように、ことば

だけではなく映像でしっかりと紹介していたと思う。例えば、しのぎの位置や空気

の通り道、僅かなへこみなどが、イラストや映像を交えてしっかり紹介されており、

大変わかりやすかった。細かな技やこだわりが丁寧に紹介されており、その包丁を

使う料理人のこと、さらには切られる食材のことにまで思いをはせる坂下さんの信

念が伝わってきた。包丁を繰り返し研ぎ、包丁から湯気が立ち上る映像を素晴らし

いと思った。摩擦で熱を持った包丁が、坂下さんの情熱を具現化していたように感

じた。また、ささくれ立って曲がっている職人の指の映像も、それだけで苦労して

きた時間を感じさせ、説得力があった。研ぎ上がった包丁の映像は、刃の文様や輝

きが見えて、非常に美しかった。受け取った料理人が、思わずきれいだと言ってい

たが、日常使いをする道具でもありながら、美術品のようでもあるとも感じた。回

想の部分で、過去にどのような苦労をして現在に至るのかという部分が、例えば、

俳優であれば、下積み時代の写真や映像などで比較的伝えやすいと思うが、坂下さ

んの場合は、苦労した時代に関してはナレーションが主導で、映像はほぼイメージ

カットだった。どのように回想シーンをつくっていくのかも、制作者の腕の見せど

ころだと思う。構成としては、「人の心はニラの葉に包まれる」という母親のことば

を軸に構成されていたのがよかった。気配りを忘れない、使いやすい、けがをしな

いというような、小さなことの積み重ねが大きな違いになる。ここまでやるのかと

いうぐらいの、包丁を使う方への配慮や、切られる食材が喜ぶぐらいといった心構

え、それを支えているのが母親の教えだったというように、ことばを中心に番組が
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作られていたのが、非常によかった。最後に、坂下さんのことばの中で、「使う人が

それ以上になってくれるように」ということばが強く印象に残った。プロの仕事で

でき上がった道具に毎日触れていると、それに見守られて、いつも叱咤激励されて

いるように、使う側もプロとして育っていく。自身が高みに上るだけではなくて、

他者にも影響を与えていくという部分に、プロフェッショナルの仕事を見たように

感じた。 

 

○  番組を見るまで、佐賀県にこのような包丁研ぎの名工がいることを知らなかった。

包丁研ぎ職人という、どちらかというと地味な、知る人ぞ知る存在のプロフェッショ

ナルに光を当てたことは興味深く、楽しく見た。一目置かれる存在に至るまでのさ

まざまな苦労、坂下さんだからこそのことば、例えば、「切られる側がにこっとする」

など、印象に残る場面も多かった。ただ、少し内容が冗長という印象を受けた。単

調なので、ほかの回の方に比べてドラマが無いからかとも思った。一方で、この番

組はフォーマット、パターンのようなものがあり、それが少し嫌らしいと感じるこ

とが多いのだが、この回ではそこまで嫌らしさを感じなかった。坂下さんの人柄が

よく出ていて、自然体で見ることができたからだと思う。 

 

○  坂下さんの工房やけんまの様子をみて、とても丁寧に金属を扱っていると思った。

包丁の断面図など、イラストで丁寧に解説していた点はよかったが、刃先としのぎ

の間に空気の通り道の曲面を解説図で示していたが、かなりのカーブで描かれてお

り、少し大げさではないかと感じた人もいたと思う。あれほど丁寧に研ぐ姿を見て、

坂下さんがすごい方だというのは強く感じた。２０万本の刃を研ぎ、さらに新たな

素材に挑む姿や、「同じことを繰り返すだけでは進化はあり得ない」という言葉など

心に響いた。ディレクターたちが密に取材していたことで、そのようなことばが出

たのではないかと思う。 

 

○  坂下さんの包丁を研ぐ指が曲がっているのを見て、衝撃的だった。包丁研ぎ職人

になった経緯が、回想シーンでしっかりと描かれていたので、わかりやすかった。

苦労した時代から、包丁研ぎ職人として順調に成長していく経緯がよくわかった。

坂下さんの母親の教えには、大変勉強になることばがたくさんあり、今の自分たち

にとっては非常に新鮮で、伝わりやすいことばだと思った。全国放送の番組として、

隅々までしっかりと構成されており、わかりやすく作られていると思う。若い料理

人のために新しい素材で包丁を研ぎ、包丁の研ぎ上がりに向かって、坂下さんのこ

とばやナレーション、ＢＧＭが盛り上がっていき、番組のラスト１０分は非常に感

動した。エンディングで、若い料理人が坂下さんの研いだ包丁を使い、坂下さんに

料理をふるまっているシーンが撮られており、包丁研ぎ職人として、その包丁が使
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われるところまで見つめている坂下さんの姿を伝えていた。坂下さんによって研ぎ

上げられた包丁が、料理人に渡り、そこで作られた料理が客を喜ばせていく様子を

見て、坂下さんの仕事の重要さを改めて感じることができた。 

 

○  包丁が立ち並んだ部屋の空間の重々しさなど、非常に衝撃的で驚いた。「包丁のい

い悪いではなくて、研ぎ師がいいか悪いか」、「切るというのではなくて、切れる」

ということばを坂下さんは使う。その言葉は、自分自身の仕事に照らし合わせても

感じるものがあった。坂下さんの仕事は、生涯を通しての自己発見や、自分の可能

性を追求しているものであり、それが料理人にも影響を及ぼしていると感じた。一

方、坂下さんの指の形や、体を壊しているという話が何回か出てきたが、何となく

心が痛く感じてしまった。働き方改革が推進されている現代、若い人たちがこの番

組を見て、なぜここまで仕事をするのかと思うのではないかと思った。坂下さんが

「包丁屋の分際でネクタイを締めてきた」といわれた場面は泣けてしまった。自分

自身も、職人がさげすまれることや、そのような職人たちを見てきた。辛酸をなめ

るとか、悔しいとか、そういう思いをさせられる仕事に、日本人は今後どうやって

取り組んでいくのかなど、いろいろなことを考える時間になった。「人の心はニラの

葉に包まれる」ということばだが、母親のすごさと子どもに向き合っていく必要性

を感じた。坂下さんの方言はそれほどわかりにくくは無かったので、言葉に合わせ

たテロップが少し多すぎると感じた。 

 

○  見応えのある内容だった。包丁のよしあしは研ぎで決まるという信念をもとに、

使い手の癖や、調理環境にまで想像を巡らせて、従来の切れ味に戻す以上の使い心

地や見栄えのよさ、美しさという付加価値を与えていく。そのような細やかな気遣

いがすばらしいと感じた。包丁の欠け方から推理して、問題を見いだし、解決策を

考え出すというさまは、まるで探偵のようで、わくわくしながら番組を視聴した。

包丁を通して、坂下さんと使い手が対話しているような気がした。「自分の道は舗装

もない、矢印もない、上っているのか、下っているのかもわからない、包丁を持っ

て死ぬのが本望」という、坂下さんのことばが非常に印象的で、何より坂下さんの

指の形が生き方を雄弁に物語っており、説得力があった。誰も確立していなかった

包丁研ぎ職人という地位を、手探りで開拓したパイオニア精神。もう１つは、強烈

なさげすみのことばを浴び、金銭面でも非常に苦労をしながら、それでも挑戦し続

けたというチャレンジ精神。この２つを番組は余すところなく伝えていたと思う。

前半に、研ぎの重要ポイントをイラストで解説していたが、わかりやすい説明で好

感が持てた。ずっと一人で仕事をしているようだったが、年間 300 人もの人たちが

技術を学びに来ていることが紹介されており、よかったと思えるシーンだった。ナ

レーターが橋本さとしさんと貫地谷しほりさんだったが、１つの番組で２人いると
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いうことが特別なことなのか、意図を持ってそうしているのか、疑問に感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

ナレーターを２人が担当していることについては、ドキュメン

タリーの演出の一つとして、シーンを区切る目的で読み手を分け

ている。視聴者の方々に番組が長いと感じさせないような工夫と

して行っている。 

 

○  包丁の切れ味のことから番組が始まり、なかなか新鮮だった。坂下さんの人柄や

声がよく、それが番組の構成にプラスになっていたと思う。番組の終盤では、もう

少し盛り上がりが欲しいとも感じたが、撮影の仕方が工夫されており、包丁を研ぐ

シーンを、上から撮ったり、下から撮ったり、ズームで撮ったりと非常に苦労して

撮っていることに気づいた。だからこそ、単調なシーンでも間が持つのだと思う。

何気ないシーンを工夫して撮っており、飽きさせないように撮影しているのだと思

う。全般に映像が非常におもしろいという印象だった。これは意図して工夫してい

たのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

狭い工場の中で映像を撮るのが非常に難しいのだが、こういう

ところでこそ工夫することで、非常におもしろい映像を撮ること

ができる。今回はカメラマンが包丁を研ぐシーンをさまざまなカ

メラを使い撮影した。どのように撮るのか、また、その繊細な技

をどのように映像化して見ている人に届けるかという点は、かな

りこだわった部分だ。 

 

○  包丁も人と同じなのではないかと解釈し、人を磨くというところに置きかえて番

組を視聴した。包丁にいろんなタイプがあるように、人にもさまざまなタイプがあ

る。どのように接したら輝かせることができるのか、物を人に例えて番組を見てい

た。最初の、なぜ坂下さんが超一流の研ぎ師なのかという導入部分は、もう少しイ

ンパクトが欲しかった。全体的には、苦労している、頑張っている、努力している

というトーンが長かった。これはスポーツ選手や優勝したチームのドキュメンタ

リーでは定番だと思うが、必ず分岐点というか、底を打って上に向かっていく瞬間

があったはずで、坂下さんにとって、何が光になったのかを知りたかった。努力し

て見つけたと言われると、その方にしかわからないので、何がきっかけとなったの

かを教えてほしいと期待していたが、それが伝わってこなかったのが残念である。 
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（ＮＨＫ側） 

うまく伝えることができなかったのは反省点である。坂下さん

の気持ちが、包丁が売れる、売れないというよりは、使う人の気

持ちに寄り添おうと変わったこと、そのことが、次第に評判にな

り広がっていったということだ。確かに明確なきっかけがあった

訳でないため、わかりづらい部分があったかもしれない。 

 

○  番組後半で、若い料理人が包丁を作ってもらっていた。本来は２年待ちなのに、

優先して新品を作ってもらっていた様子を見て、職人はものづくりではあるが、結

局は人であるということも感じた。最後に、料理屋で完成した料理を見ている場面

でほっとしたが、番組全体としては、少し重くて長いという印象を受けた。 

 

○  番組の終盤は涙を流して見た。日本のものづくりや伝統というものを絶やしては

いけないという点は共感できる部分で、坂下さんの苦労は並大抵のものではないと

思う。タイトルに命を削るとあり、なぜ命がかかわるのかと思っていたが、後継者

問題などからも、自分の体に無理をしてでも、研がないといけないということだと

感じた。構成も良く非常によい番組だった。密着取材が、非常に丁寧に行われてお

り、長い期間だったと思うが、うまくまとまっていた番組だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

全く考えたこともなかった角度からさまざまな感想・意見をい

ただき非常に勉強になった。今後もさらによい番組を作っていき

たい。「プロフェッショナル 仕事の流儀」は、かつてはきらびや

かな職業の人を取り上げた回がよく見られていたようだが、最近

は身近な職業の方を取り上げた回がよく見られているようである。

今後も坂下さんのような方を取材していきたい。身の回りに目立

たないすばらしい方がいると思うが、番組で紹介するときに、ど

のようにすれば多くの視聴者にこの方なら見てみたいと思っても

らえるかを、しっかりと考えていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

番組を全体として捉えていただいたと同時に、ハモ切りの音と

か、包丁を研ぐ音、あるいは職人の曲がった指、映像の撮り方な

ど、細部までしっかりと見ていただいた。番組を構成する一つ一

つのシーンや、音、コメント、インタビューなど、その一つ一つ

に最大限気を配り番組づくりをしていかなくてはいけないという
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ことを、改めて感じた。今後も、佐賀の魅力やそこに暮らす魅力

的な人々を、地元の放送局として発掘し、広く発信していきたい。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １０月１８日(金)の「豪華絢爛（けんらん） 長崎くんち 2019」(総合 後 7:30～

8:42 長崎県域)を見た。長崎くんちの初心者にとってはわかりやすい番組だった。

長崎放送局の黒氏康博アナウンサーが司会をしており、黒氏さんが映るとおもしろ

いことを言うのではないかという楽しみもあった。長崎くんちの豪華けんらんな様

子と、地元の人が何か月も前から準備していることがしっかりと伝わってくる番組

だった。 

 

○  １０月２０日(日)のＮＨＫスペシャル「ラグビー日本代表 密着 500 日～快進撃

の舞台裏～」を見た。500 日も追いかけたというのがＮＨＫらしい番組だと思った。

ラグビー日本代表の田村優さんのノートに書いてあった「コネクト」はとてもいい

ことばだと思った。ラグビーの日本代表チームは多民族、多言語、多宗教であり、

日本人同士のコネクトだけではないので、相当心を開かないとつながらないし、相

当自分も発信しないとつながらない。ふだんあまり人としゃべらない、ミーティン

グでもものを言わないという田村選手が、そのことに気づいていた。コネクトとい

うことばを元にチームが行動し、最後に「ワンチーム」となった。それをＮＨＫが

見つけ出したことが非常によかったと思う。また、同じく日本代表の稲垣啓太さん

についても、フォワードリーダーとしてミーティングでみんなに意見を求め、コー

チの指示を求めるばかりではなく、自分たちで意見交換している様子が伝えられて

いた。トライを決めるバックスばかりがテレビには映るが、フォワードのスクラム

がどれだけ大変か、あの体の大きな選手たちがどれだけひたむきに役割を果たして

いたかを稲垣選手を通じて知ることができたので非常によかった。不思議に思った

のが、放送日が南アフリカ戦当日だったことである。すべての勝敗がわかってから

放送すると思っていたのだが、今回は南アフリカ戦の前のタイミングでスペシャル

番組として放送していたので、何らかの意図があったのかと思った。 

 

○  １０月３０日(水)のＮＨＫスペシャル「天皇が創った至宝～正倉院宝物が伝える

“日本誕生”～」を見た。ちょうど５０年前に正倉院の宝物を見たことがあったが、

番組では、２年にわたって正倉院の宝物を超高精細の８Ｋカメラで撮っており、か

つて見た宝物がはっきりと映っており、まるで従来の概念が覆されたように感じた。 

 

○  １１月２日(土)の実感ドドド！「ドうなってるの！？スペシャル(再)」を見た。
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４つのテーマで構成され、最初の３つはいずれも２０代ぐらいの若いディレクター

が担当していた。若い人ならではの切り口で取材していたと思う。特に日韓関係の

問題については興味深く見た。韓国人の観光客が減少しているが、韓国人を雇用し

ている日本企業では、雇用を続けるかどうか、対応が分かれている実態を知った。

また、２５歳の日本人女性のことばが印象的で、今の韓国の状況がわかっているの

かという大人たちに対し、「あなたはニュースしか見ていないのですかと、一番言い

たかった」というものだった。政治的な問題や歴史的な問題は特に自国寄りに報道

されることが多いし、物事を伝えるときには問題をわかりやすくするために相反す

るものを対比させて報じることが多い。ニュースは短い時間の中で凝縮して情報を

伝えないといけないので、当事者の状況や国民の意見が十分に取り上げられていな

い場合があると思った。若い人たちが自分の目で確かめて両国への理解を深めよう

とする、そういう方に匹敵するような伝え方をマスコミもしないといけないのでは

ないかという危惧を感じながら見た。取材したディレクターからは、韓国への愛情、

他者への愛情というものを感じた。このままの目線で日韓問題を伝えていただきた

いと思う。諫早湾干拓問題については、ベテランのディレクターが伝えていた。難

しい問題だが、自身が取材した過去のＶＴＲを挟みながら、短い時間でわかりやす

く伝えていた。地域に寄り添ってきたディレクターの思いが強く表れた企画だった。

この問題は、２０分では語り尽くせないと思う。今回は漁業者だけで、農業者の取

材がないと思っていたが、次は農業者を取材して続編を伝えるとのことだったので、

期待したい。私たちが知らなければいけないことを、このような番組でこれからも

伝えてほしい。 

 

○  １１月８日(金)の実感ドドド！「俺たちが歴史を変えた！～ラグビー日本代表 

躍進の舞台裏を語る～」を見た。ラグビー日本代表で九州にゆかりのある選手が出

演していた。ローカル番組らしく、選手たちの恩師や仲間が出てきて、生い立ちも

紹介されており、ここは全国放送番組とローカル番組の取り上げ方の違いだと思っ

た。番組では、試合に出ていなかった控え選手のコメントもあり、控えの選手も頑

張っていたということに、地域放送局が光を当てたのは非常によかったと思った。 

 

○  １１月８日(金)のドキュメント７２時間「福岡 泣いて笑って２４時間歯医者」を

見た。ごく身近にいる方々が、さまざまな苦労や悲しみ、喜び、悩み、課題を抱え

ながらも懸命に頑張って生きているということを改めて感じた。最近、隣の人や周

りにいる人の生き方や、その人自身になかなか関心を持たない風潮が広まっている

と感じるが、こういう時だからこそドキュメント７２時間のような番組は貴重で、

見終わった後の気持ちがとてもよく、温かな気持ちになる。見飽きない番組だと思

う。また、夜に疲れて帰宅し、一息入れるときにも、このような番組があるという
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のは、編成する時間的にもよいと思う。 

 

○  １１月１４日(木)のクローズアップ現代＋「日本酒が“世界酒”に！～ＳＡＫＥ

革命～」を見た。どういう切り口でいくのか、どこまで発展しているのか、大体は

日本人が行っているのだろうなと思いながら見始めたが、ニューヨークではアメリ

カ人が自分たちで日本酒をつくるという話も出てきて、そこまで来ているのかと驚

いた。またフランスでは、現地の米がもろくて削ることができないことから、削ら

ずにフランス人に合う日本酒を作っていることが紹介されていて、日本人の考える

日本酒と違う現地の日本酒ができているということがおもしろかった。また、有名

なシャンパンの元最高醸造責任者のリシャール・ジェフロアさんが日本酒をブレン

ドし、食事と合うような日本酒をつくっており、日本酒が想像以上に発展している

と思った。番組のまとめで、ソムリエの田崎真也さんが「日本酒は新たな食文化と

して、酒が中心というよりも、食事に合った日本酒をつくる時代に変わっていき、

ランクからタイプに変わっていく」と話しており、感心した。気になった点は、最

後に日本人がフランスのワイン工房を使って日本酒をつくるという話題が取り上げ

られていたが、そこは必要なかったのではないかと思った。 

 

○  １１月１５日(金)のくまもとの風「“次なる大地震”に備えよ！～活断層から分

かった新事実～」を見た。2016 年の熊本地震を引き起こした布田川断層のすぐ南に

延びる、日奈久断層に警戒するべきという内容だった。日奈久断層で地震が起こっ

た場合、津波の被害が深刻になるという想定で、衝撃を受けた。地震に対する備え

としては、耐震補強工事などがあるが、相談窓口の情報が伝えられていたのは非常

に役立つ情報提供だった。耐震診断についても情報を伝えていたので、大変有用な

番組だったと思う。最後にコメンテーターが、「やみくもに地震を怖がるのではなく、

正しく知って、正しく恐れて、しっかり備えをすることが大事である」と締めくくっ

ていた。2016 年に熊本地震があり、あれだけの規模の地震は数百年は来ないだろう

と考えていたが、非常に切迫度が高い状態であることを今回の番組で知ったのは貴

重な機会だった。 

 

○  １１月１８日(月)の「ニュースブリッジ北九州」を見た。水道事業の広域連携の

必要性について理解を深めるセミナーのニュースで、自治体の担当者など 100 人が

集まる大規模なセミナーだと思って見たのだが、全く意図がわからなかった。なぜ

水道事業で広域連携が行われないといけないのか、なぜ北九州なのかが取り上げら

れず、もう少しわかるように内容を工夫してほしかった。同じ日に、学校の教職員

の働き方改革で、部活動がだんだん少なくなっているというニュースがあった。部

活動の負担の軽減に向けて試合数を減らしたり、大会を統廃合したりする動きを伝
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えていたが、子どもの目線や、子どもの家族に対しての発信がなく、一方的な印象

を受けた。 

 

○  １０月２４日(木)の奇跡のレッスン「すべての瞬間が 上達のチャンス ラグ

ビー(前編)」を見た。2018 年放送の番組の再放送だったが、ラグビー日本代表の元

監督のエディー・ジョーンズさんが高校生に指導をしており、教え方に自信がなく、

悩んでいる人にとって参考になるところがあったと思う。必ず勝ちたいという気持

ちが、高校生に芽生えているのが伝わった。特に、最初はなかなかはつらつとした

プレーができなかった高校生が、エディーさんの指導力や笑顔の効果によって、積

極的に声を出すようになり、それが一つ一つのプレーに生かされ、チームとしても

活気づくという流れはすごいと思った。いろいろな状況を経験して、あの立場まで

いった人の教え方であり、勉強になった。 

 

○  １１月３日(日)の日曜美術館「天平の風 令和に吹きぬ ～第７１回正倉院展～」

を見た。展示作品を映すだけではなく、作者も取り上げており、久々に心を打たれ

た。多くの方がこの番組を見て正倉院展を訪れると思うが、テレビでも美しい映像

でゆっくりとストーリーが見られていいと思った。ナレーションがとても静かに始

まり、映像もゆっくりと見ることができた。自分にとっては楽しい時間で、心を打

たれた。 

 

○  １０月３１日(木)に発生した、首里城火災の関連報道を見た。沖縄放送局では通

常番組の最中でもＬ字画面で避難情報や交通規制情報を伝え、ホームページでの発

信も行っていた。いてもたってもいられない気持ちでいた中で、大変ありがたく思っ

た。連日、関連ニュースの放送があり、例えば、火災原因、首里城再建のための募

金へのよびかけ、チャリティーコンサートなど、さまざまな場所で取材をおこなっ

ており、心から感謝している。首里城は、以前に正殿が復元されたときに大河ドラ

マ「琉球の風」で大きく取り上げられた。その後も、ドラマの「テンペスト」や最

近では「ブラタモリ」など多くの番組でも取り上げられており、これらの貴重なアー

カイブスもぜひ活用してほしい。また、再建には長い時間がかかると思うが、朱色

の堂々とした首里城が再び姿を見せるまで、ぜひ復元の過程も伝えていってほしい

と思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

ニュースは正確、迅速、公正など、さまざま重要な要素はある

ものの、突き詰めていくと、知らなかったことを知った時の驚き

と、それらを見ている方々が納得いく形で伝えられているかが大
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切であると思う。まだまだ現場の中に、徹底できていない部分が

あることがよくわかった。今後もよりよいものを出していけたら

と思う。首里城火災については、復元の過程を継続して取材して

いきたい。 

 

○  退位礼正殿の儀から大嘗祭までのニュースを通じて、平成から令和という新時代

の幕開けを見た。昭和から平成に変わる時と比べて、より身近に皇室を感じた。そ

の中で、１１月９日に行われた天皇陛下の即位を祝う「国民祭典」では、皇后さま

が涙を流されたところを、ＮＨＫが映像で捉えていた。大変驚いたが、国民がより

身近に皇室を感じるよい一コマだったと思う。これらは記録と伝承の番組ともいえ

ると思う。私たちはテレビを通して、非常によい経験をすることができた。ＮＨＫ

ならでは撮影技術やノウハウはこれからも大事にしてほしい。 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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２０１９年１０月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１０月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１７日（木）、ＮＨＫ福岡放送局にお

いて、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴した「ひなたの佐和ちゃん、波に乗る！～宮崎発地域ドラ

マ」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、１１月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行わ

れ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  山元 紀子 （霧島高原ビール（株）  代表取締役） 

副委員長 長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

楠田 喜隆 （（株）雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役) 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部教授） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

 

（主な発言） 

 

＜「ひなたの佐和ちゃん、波に乗る！～宮崎発地域ドラマ」  

(ＢＳプレミアム ９月１１日(月)放送)について＞ 

 

○  親には言えないような気持ちを、主人公の是澤佐和が自分のことばで親に語る

シーンがあり、今の若い世代が自分の意見を述べることができるという時代性を感

じることができた。若い世代の方々もこのドラマを見てそのように感じただろうし、

年をとった者でも現代の青春物語を感じとることができ、それぞれが違う立場でド

ラマを見たのではないかと思う。地元の方言を流ちょうに話す、佐和の幼なじみ武

瑠の父親役の益男は、実際に地元で居酒屋を営んでいる方であることを知り、この

地に実際に行って見たいと感じた人も多かったと思う。地元のことを知ってほしい、

多くの人に来てほしいという地域の思いが感じられ興味深く感じた。 

  

○  若者が自分の夢を追うかどうかという葛藤を描いたドラマだと感じた。自分もそ

うだったが、若者は自分が目指しているものを見下されることに敏感に反応してし
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まう。そのことがドラマの１つのポイントとして描かれていたと思う。終盤で父親

が急にサーフィンをはじめたシーンなど、唐突に感じた部分はあったが、ストーリー

としてはよくわかる内容だったし、地元の料理なども魅力的に紹介されていたドラ

マだった。主人公の佐和を演じた池間夏海さんの宮崎弁はすばらしく、よくあれだ

け話すことができたと感心した。ドラマでは、武瑠が宮崎を出てプロのサーファー

を目指すストーリーになっていたが、実際に宮崎県では若年層の流出が課題であり、

番組を見終わったときに、若者の県外流出を後押ししているような内容にも感じた。

サーフィンに焦点を当てて、宮崎をサーフィンタウンとして盛り上げていこうとい

う面は非常に良かったと思う。 

 

○  宮崎の海の波の美しさや砂の模様など、身近では見ることができない映像で、改

めて宮崎の美しさを感じた番組だった。池間さんが沖縄の出身であるからかもしれ

ないが、池間さんの話す宮崎の言葉が、少し沖縄の方言に似ているように聞こえた。

池間さんは沖縄の出身だが、本当に地域の方言を話すことができる方であることが

わかった。地元の人の方言は、難しく感じる部分もあるが、ドラマ内で方言を使っ

たり、エキストラに地元の人たちが出演したりするのは地域性を感じられて良いと

思う。主人公の母親の佳子が、イヤリングをつけて居酒屋を切り盛りしている姿に

違和感を覚えたが、若い頃に祭りの山車に乗った威勢のいい女性だったとの話があ

り、納得することができた。衣装などの細かな部分もすごく考えられていると感じ

た。また、ドラマの中で使われていた歌がよかったと思う。子どものころの小学校

の歌やお祭りで聞いた歌などを思い出し、温かいものを感じた。細島の郷土料理が

前半に出てきたが、初めて見るものばかりで、ドラマ前半の短い紹介だけではもっ

たいないと感じた。このドラマを見て、ぶつかり合い、言い過ぎるのが親子であり、

そして、親は子どものために生きているという、本当に大事なテーマを再認識した。

ただ、ドラマの設定として離婚した家庭である必要があったのかと感じた。離婚し

ていてシングルマザーだから子どもは寂しいというのは偏見であり、多様な暮らし

方がある中で、ドラマの設定に疑問も感じた。 

 

○  丁寧につくられた、地域ドラマらしいドラマだと思う。青春ドラマで、出演して

いる俳優も知らない人が多く、想像どおりの展開で意外性がないと思って見ていた

が、物語の終盤になると涙が出てきた。意外性がないというのは、実は非常に安心

できるドラマであって、日ごろ煩わしいことに疲れ果てている、雑務に忙殺されて

いる世代にとっては、このようなドラマを見るとほっとするのかもしれない。つぼ

を刺激されたというか、こういうドラマの効能のひとつがわかり、うれしく感じた。

地域に密着したつくりのドラマであり、いろんな点で特筆される番組だと思う。 
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○  漁師の息子である武瑠がプロサーファーを目指し、父親とけんかをしてまで自分

の気持ちを伝える場面は、今の若い人たちを代表して、将来こうなりたいと伝えて

いる姿に見えた。武瑠の父親役の益男が、実際に地元で居酒屋を営んでいる方だっ

たり、主人公の弟役の陸が地元のオーディションで選出された方だったりと、地域

ドラマならではの作りだったと思う。 

 

○  地元の人と一緒に作り上げたことが、地元の人にとって、盛り上がった１つの要

素になったのだと思う。ストーリーは想定内だったが、若い人の揺れ動く思いが描

かれていて、青春を感じた。特に、ラストの海辺でのライブのシーンでは、歌を歌

う主人公がすがすがしくて、そこで自然と涙が出た。理由はよくわからないがとて

も感動した。放送と通信の連携が進む中、テレビを見ながらネットで情報を得ると

いうことが常態化しているが、ドラマのホームページを見ると、ドラマの舞台となっ

た日向市の３６０度画像が掲載されていたほか、日向市のホームページへのリンク

も張られていた。その場所に行ってみたいと思わせることも、地域ドラマの１つの

要素だと思うので、この点でも成功していると思う。ドラマの中の方言は、少し強

すぎて、何と言っているかわからない部分もあったが、話の流れで何とかなると感

じた。冒頭の子どもたちが校歌を歌う場面で、校歌のテロップに加え、主人公の佐

和のナレーションが入り、情報が多すぎて、あの場面はテロップなしでもよかった

のではないか。総じて楽しんで見ることができるドラマだったと思う。 

 

○  宮崎の海の美しさがとても印象に残った。これまでもさまざまな地域発ドラマを

見たが、今回は宮崎の海の存在感が非常に大きく、登場人物がそれぞれの思いで、

サーフィンを通して海に関わっていく内容で、これまで見た地域発ドラマの中で、

最もロケ地の風土とストーリーが調和していたような気がする。佐和の母親が営む

料理屋で出された郷土料理や、父と母の出会いのきっかけとなった祭りなど、地元

の風物がストーリーの中に自然にちりばめられており、取ってつけた感じがしな

かった。佐和をはじめとして、登場する若者が抱える悩みや葛藤がわかりやすく伝

わってきた。佐和のあえて抑えていない、あけすけな方言が地域ドラマだなと感じ、

楽しく見ることができた。その他のキャストも、中学生とは思えない貫禄と素朴さ

を持った、主人公の弟役の陸や、武瑠の父親役の益男は本当の俳優かと思うぐらい

迫力があった。オーディションを行い、地域の方に出演していただいたのは、地域

発ドラマとしての意義があり、新鮮な気持ちで楽しませてもらった。 

 俳優の玉山鉄二さんが演じた、主人公の父親役の卓が、意外にも間の抜けたキャ

ラクターで、とてもチャーミングに感じた。シリアスなシーンが多い中で、登場シー

ンでかかるレゲエの曲と関西弁がいい意味で緩急を生み出しており、最初から最後

まで重要な役割を担っていたと思う。また、佐和が初めて波に乗れて「立った」と
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叫ぶシーンで落涙した。彼女が人間的に成長したことを象徴的に表したシーンだっ

たと思う。また、最後のビーチフェスタで披露した小学校校歌のロックバージョン、

最初は通常の校歌で歌い、その後若者としての情熱を込めたロックバージョンに切

りかえたが、若者と大人の気持ちが通じ合うようなとてもいいシーンだった。テー

マ曲も海をイメージした曲だと思うが、とても美しく、海の風景と合っていたと思

う。大変楽しんで見ることができた。 

 

○  出演者の方言があまりに流ちょうで、わからない部分があったくらいだった。指

導者の方も大変だったのではないかと思う。少し気になったのは、サーフィンをす

る人に対し「チャラ男」と言っていたことだ。ラグビーやバレーボールをしている

人をチャラ男と呼ぶことはないと思う。サーフィン特有のイメージだからなのか、

スポーツと結びつかず、親の目線から出たことばだったのかもしれないが、ああい

う表現はよかったのか気になった。これから宮崎を盛り上げていくためにも、宮崎

をサーフィン県というくらいまでもっていければ、地域発ドラマをやったかいがあ

ると感じている。 

 

（ＮＨＫ側） 

ドラマの中の方言に関しては、地域性の表現という部分でかな

りこだわった。主人公の佐和の方言も、かなり練習を積み、頑張っ

て身につけていただいた。こだわった分、わかりづらいところは

確かにあり、さまざまな意見があると思う。よくわからないとい

う意見もあるだろうと覚悟しながらも、地域性を大事にするとい

う選択をした。県外流出の話は、脚本をつくる段階でも、議論に

なった。彼女がどういう選択をするのか、県外に出て行くという

選択をしたときに果たしてそれが地域にとって喜ばしいことなの

か、地元に残るほうがいいのか、脚本家と制作側でさまざまな意

見が出て、非常に悩んだ部分である。また、いろいろと制作側で

意図した部分が、予想以上に視聴者に伝わっているところもあり、

非常にありがたく思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

ドラマを見て涙が流れたということばを何人かの方からいただ

いた。そのようなドラマを制作することができてよかったと思う。

このドラマが今後、宮崎の活性化につながっていくかはわからな

いが、今後もそのような思いを持って地域の魅力を発信していき

たい。 
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＜放送番組一般について＞ 

 

○  ９月２０日(金)の、実感ドドド！＠福岡「のぼせもん熱狂！福岡音楽フェス特集」

を見た。各地でこれほど多くの音楽フェスが行われていることをこの番組を見て知

り、これだけ多くの人を呼べるのかと、非常に関心を持って見た。糸島のサンセッ

トライブでは、ふだん関東に住んでいる方がイベント会場内の８５か所のトイレの

管理を行っているなど、驚くとともに感動した。 

 

○  ９月２０日(金)の、長崎人（じげもん）「まっすぐ～離島球児 挑戦の夏～」を見

た。長崎の離島、五島列島の北部にある新上五島町に住む中学生にスポットを当て、

離島に暮らす生徒が対象の「離島甲子園」という大会に出場する姿を追った番組だっ

た。野球をやっている一人の中学生に密着したということで、そもそも野球にあま

り興味がない人が見ると、なぜこの生徒に焦点を当てたのかが、伝わりにくかった

のではないかと思った。番組の冒頭で、なぜこの人の取材をしたのかという説明が

あればよかったのではないかと思う。 

 

○  ９月２２日(日)の、ＮＨＫスペシャル ラグビーワールドカップ 2019 第１回「“世

界最強”神髄に迫る」を見た。番組ではスタジアムに設置された 100 台のカメラの映

像から、オールブラックスの戦い方を科学的なアプローチで分析していた。ラグビー

の科学的な分析のほかにも、互いを尊重する精神の話や民族学的な話にまで展開し

ており、勝った負けただけの世界ではなく、高い精神性があることがわかる番組だっ

た。 

 

○  ９月３０日(月)から１０月７日(月)の、いろどりＯＩＴＡを見た。ラグビーワー

ルドカップが開幕した中で、ラグビーのニュースで始まり、ラグビーのニュースで

終わるという、ＮＨＫとしても力を入れていることを感じる内容だった。当初は大

分県民の間でどの程度盛り上がってきているかが見えなかったが、大分でのラグ

ビーに関するさまざまな取り組みや話題を知ることができ、その盛り上がりを感じ

ることができた。しかし、大分では試合開催のため会場周辺の交通が規制されたが、

そのニュースが十分に伝えられていなかったように思う。試合が行われる事は楽し

みで、大会を応援しているが、交通規制のため入れないエリアがあることなどは、

詳細に伝える必要があると思う。 

 

○  １０月１日(火)の、クローズアップ現代＋「大規模停電のリスクにどう備えるか～

検証・台風１５号」を見た。大規模停電による影響、停電の復旧が進まなかった理

由について、番組の始めにしっかりと問題提起されていたので、共感して番組を見
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ることができた。被災された当事者の方々の状況、自治体や電力会社の動きなどを

つぶさに取材し、それを１本の番組として構成していた。またスタジオでの解説も

パネルやＣＧを使って、とてもわかりやすかったと思う。 

 

○  １０月 1 日(火)の、フカイロ！「“オールブラックスが大分にやってきた」(総合 後

7:30～7:55 大分県域)を見た。大分で試合を行うニュージーランド代表チームを詳

しく紹介していた。司会のアナウンサーがニュージーランドでの取材を行い、どの

ような背景があって強豪チームが誕生したかを丁寧に伝えており、ラグビー熱あふ

れる番組だったと思う。 

 

○  １０月４日(金)の、クマロク！を見た。ラグビーワールドカップ 2019 日本大会が

盛り上がりを見せているが、会場の一つである熊本県民総合運動公園陸上競技場で

芝生の管理をしている施設管理課のスタッフの方々のなみなみならぬ努力を取り上

げていた。担当者は、４年前にラグビーワールドカップ開催が決まったときから準

備をしており、早い段階から熊本放送局もその事実に注目して、丁寧に取材をして

きたというのがよく伝わってきた。国際大会の基準を満たすための芝の調整という

のは、ゲームを見ているだけではわからないが、非常に大変だということがこの番

組でよくわかり、新鮮な驚きだった。担当者のコメントで、この大会で出場選手に

「日本の芝が一番いい芝だと言われたい」、「選手がいいプレーできるのが一番大事

だけど、試合を見た子どもたちの未来につながればいい」など、とてもいい話をし

ていて、このような裏方の仕事をされている方の中にも誇り高きプロや職人がいる

というのが印象に残った。最近はラグビーのルール解説や楽しみ方、各国代表の特

徴などが多くの番組で伝えられているが、開催地の競技場を支える人たちにスポッ

トを当てるという着眼点は、地元の放送局ならではだと思うし、ラグビーワールド

カップを多角的に楽しむ一助になった。このコーナーを担当していたのが上野速人

アナウンサーだったが、話の引き出し方がとても上手だった。その他にもバスケッ

トボールの試合の実況もとても上手で、こういったスポーツ番組に強みがあるアナ

ウンサーやキャスターがいるというのはとてもよいことだと思う。 

 

○  １０月４日(金)の、金サガ 佐賀イズム「“佐賀ブランド”世界へ～海外ビジネス成

功のカギ～」を見た。佐賀から自社製品を輸出する企業が、最近増えているという

ことで、その背景に何があるのかを詳しく紹介する番組だった。この５年で、県内

の輸出企業がどれだけ増えているか、どの分野が伸びているかなど、グラフを使っ

て視覚的に説明していて、非常にわかりやすかった。成功の裏側にあるアイデアや

努力、公的機関との連携なども、海外取材を含めて紹介しており、制作者の伝えた

いという意気込みが見えるような番組だった。スタジオに解説者を呼んでの進行
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だったが、解説しているのが日本貿易振興機構（ジェトロ）の職員で、少し手前み

そな印象も受けた。佐賀のどのような企業のどのような商品が、どこの国で必要と

されているのか、日本の国内消費が頭打ちとなっている中で、どの国に活路を見出

していくべきか、見る人がなるほどと思える番組だった。 

 

○  １０月６日(日)の、ＮＨＫスペシャル「大廃業時代～会社を看取る（みと）るお

くりびと～」を見た。最近、後継者不足や経営難で自主的に会社を終えるという動

きがあること、経営コンサルタントの冨山和彦さんや日本中小企業学会の佐竹隆幸

さんが、専門的な立場からの相反する見解などを紹介しており、大廃業時代に起き

ている現状を理解することができた。実際に廃業した方のインタビューや、データ

会社のビッグデータの調査、専門家の意見などを通して、地域や企業もその構造に

大きな転換を求められていること、持続可能な未来への模索はすでに始まっている

ことなど、課題点や方策をわかりやすく伝えていたと思う。 

 

○  １０月１０日(木)の、ニュースブリッジ北九州を見た。ラグビーワールドカップ

の開幕前に、北九州市でキャンプを行ったウェールズ代表の試合を取り上げていた

が、大分のどこで試合をしたのか詳しく知りたかった。また、北九州市のパブリッ

クビューイングの様子も伝えていたが、北九州市のどこで行ったのかを知りたかっ

た。身近な地域の話であり、どの場所でいつ行われたものなのかを詳しく伝えるこ

とで、その地域の人にとっても現実的な話題として伝わる。また、それでこそ日本

で開催している意味があるのではないかと思う。 

 

○  １０月１１日(金)の、実感ドドド！「ユンヌンチュと三池炭鉱～与論島からの移

住１２０年～」を見た。奄美の中学生が修学旅行で三池炭鉱を訪れ、与論島から三

池炭鉱への移住という歴史を学んでいる姿が非常に衝撃的で、よい番組だったと思

う。奄美は世界自然遺産登録に向けて、これから注目されることになると思うが、

奄美の歴史の光と影を見たような気がする。産業遺産としてもすばらしい三池炭鉱

の歴史を、しっかりと取り上げた番組だったと思う。 

 

○  １０月１１日(金)の、金サガ Face to Face「猪子寿之」を見た。デジタルアート

で注目を浴びている猪子さんが取り上げられていた。最新作が、自然とデジタルアー

トの融合ということで、佐賀県武雄市の御船山を舞台に、その作品が作られる様子

や、猪子さんのデジタルアートへの思いを、日本文学研究者のロバート・キャンベ

ルさんがインタビューしていた。猪子さんの話が中心だが、コメントが難解で、何

度も聞き直さないとわからなかったが、自然とデジタルアートを融合させるという

独特さから、日本社会の今が見えた気がした。気になった点は、御船山の庭園に大
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きな池があるが、そこを紹介する際のナレーションで、「人々から忘れられていた古

池は、猪子の手によって新たな命が吹き込まれた」と言っていた。実際に庭園には

四季を通じてたくさんの人が訪れ、非常ににぎわっている場所なので、忘れ去られ

た古池ではない。その表現はデジタルアートを引き立てる目的で安易に使ったので

はないかと思った。 

 

○  １０月１３日(日)の、ＮＨＫスペシャル「東京ブラックホールⅡ 破壊と創造の

１９６４年」を見た。大変見応えのある、また考えさせられる番組だった。オリン

ピックという国際的な晴れの舞台、国家の威信を誇る祝祭の一方で、高度経済成長

の陰に存在したひずみ、特に地方の人や若者に幻想を与えつつ犠牲を強いてきた側

面を、当時の映像を通して説得力を持って訴えかけた番組だった。懐かしい思いを

抱きながら見た。当時、日本の国が目指した産業振興は、国民の生活環境を省みず、

安い労働力を使い捨て、ひずみが生じていることを承知しながら、国家の繁栄のた

めに生じるひずみがあることを承知しながら、あえて目を向けない姿勢を生んだ。

そうしたものは、今にも通じるものがあると考えさせられた。労働力は外国人に代

わり、非正規労働者が増加している問題もあり、所得の格差はさらに広がっている。

また環境問題では、エネルギー問題や地球温暖化の問題が生まれている。そうした

時代を読み解く視点も与えてくれるすぐれた番組だと思った。モノクロフィルムの

カラー化など映像の視覚効果技術の精緻さや番組のテンポの良さにも目を奪われた。 

 

○  １０月１６日(水)の、クローズアップ現代＋「徹底討論！それでも必要？一般病

院の“身体拘束”」を見た。９月１１日(水)の、「身近な病院でも！なぜ減らない“身

体拘束”」の続編にあたるもので、この番組に意見や批判が寄せられたということを

受けての医療現場の実情とその解決策を探る討論番組だったが、とても丁寧につく

られていたと思う。医療現場の人手不足の問題や患者の暴力行為、家族の理解がな

いこと、そのような背景を当事者、医療従事者が出演して意見を述べており、説得

力があった。一方で、身体拘束を無くした病院の医師たちが、そうした意見に耳に

傾けながら解決策を提示していくという、とてもわかりやすい展開になっていた。

今回の番組は、身体拘束の容認派と反対派双方の意見を扱い、特に医療現場の実情

にも丁寧に目を配っていたが、番組全体を通して、やはり拘束はなくしていかない

といけないという根底にある考え方が伝わってきたのがよかった。もう少し説明が

欲しかった点は、急性期の病院と慢性期の病院がひとまとめに取り上げられること

で誤解が生じないかと思った。主に身体拘束を無くしなさいと言われているのは、

慢性期、療養型の認知症のお年寄りたちを対象とした病院が中心なので、急性期な

ど、一時的な拘束は必要な場合があると思う。そこがきちんと整理されていたら、

なおわかりやすかったと思う。またホームページを見ると、番組の概要をテキスト
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で読み返すことができて、よい工夫がされていると思った。 

 

○  台風１９号関連の報道については、公共放送の使命、役割である国民の生命を守

る報道に徹していたと感じる。ネットニュースで、１０月１２日と１３日のＮＨＫ

の放送内容を振り返る記事を読んだが、その日の番組表を見ると、ごく一部の番組

を除き、ほとんどが台風関連ニュースを放送していた。被災地のより細かく正確な

状況を伝えていて、迅速な復旧、復興に向けての機運をつくるのに役立つ報道が行

われていたと感じる。特に、台風の接近、上陸時には、アナウンサーが重ねて命を

守る行動を促し、少しでも高いところへの避難を訴えていた。それにもかかわらず、

何名もの方がアパートの１階で亡くなってしまったというのが、とても悲しくて、

残念な気持ちになった。報道での注意喚起としては、私は十分すぎるほどだと感じ

たが、何が足りなくてそうなってしまったのか、あるいは、社会的な、心理的な孤

立が根本にあるのかもしれないが、そのような背景にも、改めて焦点をあててほし

い。 

 

○  台風１９号の報道では、関東がこれからどうなるのかが非常に気になった。ＮＨ

Ｋのホームページを見たら、雨雲データマップというのがあり、その地域の雨量や

今後の予測が、驚くほどピンポイントで見ることができた。今回初めて知ったのだ

が、もっとニュースの中でＰＲしてもいいのではないだろうか。多くの人が持って

いるスマートフォンが活用でき、非常にわかりやすくてよいと思う。 

 

○  台風関連の報道についても、台風１９号の話を伝えるだけでなく、先に被害をも

たらした台風１５号があったために、台風１９号による被害が大きなものになって

しまったことを丁寧に伝えていた。また、これらを放送だけでなく、インターネッ

トでも詳細な情報を発信しており、災害に対するＮＨＫの報道の姿勢を見ることが

できた。 

 

○  台風１９号関連については、被害があった福島ではどのような放送がされたのか、

少し気になった。近隣の大都市の情報だけではなく、地域に根ざした情報が伝えら

れたのかが気になった。また、ニュース・防災アプリは非常によいアプリで、防災

情報だけではなく、吉野彰さんがノーベル賞を受賞した際には、いち早く報道され

ていた。アプリの存在をもっとＰＲをして、番組でもいろいろと取り上げたほうが

いいと思う。 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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２０１９年９月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１９日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、７人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「２０１９年度後半期の国内放送番組の編成」について説明があり、

「２０２０年度の番組改定」について意見交換を行った。そして、「２０１９年度後半期

の九州沖縄地方の番組」について説明があった後、放送番組一般について活発に意見の

交換を行った。 

最後に、１０月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行わ

れ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

副委員長 長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

委  員   秋本 順子 （金属造形作家） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

楠田 喜隆 （（株）雲仙きのこ本舗 常務取締役） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役) 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部教授） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「2019年度後半期の国内放送番組の編成」および 

「2020年度の番組改定」について＞ 

 

○  期待する番組のＰＲがどうなっているのかが気になっている。どのタイミングで、

どういうふうにＰＲをするのか。うまく今後につなげれば、さらに視聴者は興味を

持って番組を見ると思う。 

  

○  編成についてだが、私は夜１０時以降ではないとゆっくりとテレビを見ることが

できない生活スタイルのため、この時間帯の番組は、とても大事である。また、毎

日どの時間帯に、どのような番組が放送されるかということが、１日の生活のリズ

ムにつながっている人もいる。改定では、これまでの番組が別の番組に変わること

で、どのような影響を及ぼすかということも考えたほうがいいと思う。 
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○  2019 年度後半期の番組時刻表を見ると、何時から何があるというスケジュールは

変わっておらず、非常に安心感があっていいと思う。午後７時、９時にＮＨＫでは

ニュースがある。これは視聴者にとって安心できることで、１つのリズムになる。 

 

○  2019 年度後半期も、興味深い番組が多くあるが、なかなかその時刻にテレビを見

ないというのがもったいないと思っている。番組情報を一般の方に、何か事前に発

信できないのだろうかとも思う。朝起きて朝刊のラテ欄を見て、何を見ようかと思

う方が大半だと思うが、何時から何の番組があるというのがわかっていれば、準備

ができるわけで、何かいい方法はないかと思う。 

 

○  「ドラマ１０」は、夢中になって見ている。次もぜひ見てみたいと思う。海外の

ドラマを日本向けにアレンジを加えてドラマ化したものもあり、海外とのちょっと

した違いなど、コミュニケーションを取る上での気づきを得ることができた。 

 

○  夜のドラマは、近年つい見入ってしまうものが増えてきて、楽しみにしている。

引き込まれてしまうようなドラマが多い。 

 

○  連続テレビ小説「ゲゲゲの女房」の再放送について、見たいと思いながらもつい

見られなかったものが、また別の時間帯に放送されるのは、一視聴者として大変う

れしいことであり、毎日の楽しみとなっている。 

 

○  好きな番組に「ＬＩＦＥ！」があるが、今、テレビで見ることができるコント番

組が「ＬＩＦＥ！」しかない。ＮＨＫの編集方針の一つに“文化の向上”が掲げら

れていると思う。ぜひ“文化”としてのコントを大切にしてほしい。内村さんを始

め、出演者の皆さんが一生懸命演じているというのが伝わってくるので、今後も続

けてほしいと思う。 

 

○  2019 年度後半期改定で、Ｅテレで「アクティブ１０ ミライのしごとーく」とい

う番組が始まるが、子どもたちは親や先生など、周囲の影響を受けやすい。子ども

たちだけでなく、親や学校の先生に向けた内容も重要だと思う。学校の授業で使っ

てもらえるようなポイントがあるといいのではないだろうか。 

 

○  「フランケンシュタインの誘惑Ｅ＋」を楽しみに見ている。2019 年度後半期の編

成をみると、別の番組に変わっているが、終わるということだろうか。また、この

番組をＥテレで放送していたのはどのような理由からか。 
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（ＮＨＫ側） 

この番組は、もともとＢＳプレミアムで放送していたものをＥ

テレ用に再編集したもので、前半期で終了する。 

総合テレビは、どちらかというと幅広く多くの方に見ていただ

く番組を放送しているが、Ｅテレは、ある程度ターゲットをしぼっ

た番組をラインナップしており、そのような理由から「フランケ

ンシュタインの誘惑Ｅ＋」はＥテレで放送した。 

 

○  昨年度まで、ラジオ第１で「きこえタマゴ！」という番組があった。子どもが参

加する生放送番組だったので、無くなってしまったことで、聴いていた子どもたち

にはどう受け止められたのだろうか。新しい番組の期待ももちろんだが、終わって

いく番組の寂しさもある。 

 

○  ＢＳ４Ｋの、４Ｋでよみがえるあの番組「新日本紀行」だが、これは過去の番組

を４Ｋで放送したらきれいに見えるということなのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

「新日本紀行」はもともとフィルムで撮影しているので映像の

情報量が多い。これを４Ｋ化することで、テレビでもより美しく

見ることができる。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ８月２日(金)のもういちど“長崎の原爆”をみつめる「『黒本』が教えてくれたこ

と～秘められた家族の『被爆体験記』」(総合 後 7:30～7:55 長崎県域)を見た。被爆

者の娘と大学生の孫が、「黒本」という被爆者の体験記を元に、祖父がどういうとこ

ろで被爆したのかを探し当てていた。祖父はあと何秒か違う場所を歩いていたら、

爆風を受け亡くなっていたかもしれず、自分たちは生まれていなかったかもしれな

いということを知ったのを見て、改めて原爆の恐ろしさを思った。日常生活の中で

原爆のことを強く意識することは難しいが、今回、これらの番組を見ることで、原

爆について考えることができ、よかったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

長崎の原爆にかかわる番組制作については、今後も皆さんのご期

待に応えられるように取り組んでいきたい。来年は東京オリン
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ピックの開催期間と重なるため、長崎の原爆に関わる番組等をど

のように放送していくか、今からしっかりと考えて準備していき

たい。 

 

○  今年も終戦関連のニュースが伝えられていたが、８月１６日(金)のおはよう日本

の中で放送された、「大学生がたどる“戦争と若者”」は印象に残った。「高円宮杯全

日本中学校英語弁論大会」は英語普及を夢見て活動していた人が特攻隊隊員となっ

て戦死し、生き残った友人が戦死した友人との約束を果たして７０年続く弁論大会

にまで成長させたと知り、改めて弁論大会の意義をかみしめた。 

 

○  ８月１７日(土)のアサタビ「世界がほっこり！“湯の町”別府」を見た。お笑い

芸人が出演していたが、別府の今後を真面目に取り上げており、地元の人々も身近

に感じられる番組だった。 

 

○  ８月１７日(土)のＮＨＫスペシャル「昭和天皇は何を語ったのか～初公開・秘録

“拝謁(はいえつ)記」」を見た。「ニュースウオッチ９」の中で同内容の企画を見て

衝撃を受け、この番組も視聴した。拝謁記をもとに、昭和天皇の心のひだが赤裸々

に描かれていた。初代宮内庁長官である田島道治さんの遺族がなぜこのタイミング

で公開することにしたのかという明確な意図がよくわからなかったことと、その遺

族がなぜＮＨＫに対して提供したのかということが気になった。今後の天皇制や戦

争に対する考え方などにも影響を与える番組だったと思う。 

 

○  ８月２８日(水)の歴史秘話ヒストリア「徹底解明！三国志 英雄たちの秘密」を

見た。お笑い芸人のスピードワゴンが中国に行き、実際に現地の方にインタビュー

をしつつ、三国志の史料を非常に真面目にとらえていた。幅広い世代に三国志に関

心を持って見てもらうには、多様な番組が必要なのだと感じた。 

 

○  ８月３０日(金)の「そうだ、波に乗ろう！～サーフィン天国ＭＩＹＡＺＡＫＩ～」

(後 7:30～8:29 九州沖縄ﾌﾞﾛｯｸ(除く福岡・北九州・長崎・佐賀・大分))を見た。サー

フィンがどんどん宮崎の文化になってきていることが、番組でよく理解できた。南

国宮崎の新たなライフスタイルを提供している番組で、とても楽しく見ることがで

きた。 

 

○  ９月１１日(土)のクローズアップ現代＋「身近な病院でも！ なぜ減らない“身

体拘束”」を見た。認知症のお年寄りの安全対策を名目に、ベッドに縛りつけたり、

車椅子に動けないように固定したりする身体拘束の問題について、背景と課題がわ
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かりやすく整理されていた。冒頭、身体拘束が減らない医療現場の実情や、事故を

恐れる家族の不安がわかりやすくまとめてられていた。次に、身体拘束を解くこと

によって、お年寄りは元気、健康を取り戻しているという実態を実際の映像を交え

て伝えていた。最後に、身体拘束をなくすための現場の取り組みとその成果をわか

りやすく伝えていた。実際にアナウンサーが縛られてみて、その気持ちを述べたり、

拘束を解かれたお年寄りの表情をそのまま伝えたりと、奮闘する医療従事者の日常

を、印象深く説得力のある映像で伝えていた。身体拘束が減らない背景には訴訟リ

スクがあり、病院や施設で転んでけがをすれば医療事故になってしまう。しかし、

縛ることによって、かえって心身が衰えていく。そういったことは、実は、医療従

事者よりも、お年寄りの家族が知っておかないといけないことで、一般の視聴者に

そういった情報がわかりやすく伝えられたのはよかったと思う。 

 

○  ９月１３日(金)の実感ドドド！「ラグビーワールドカップがやって来る！～開幕

まで１週間・拡大ＳＰ～」(後 7:30～8:43 九州沖縄ﾌﾞﾛｯｸ(除く長崎))を見た。ラグ

ビーのルールに関して、詳しく説明していたが、私自身は知識がゼロなので、皆さ

んが見ていて、どこまでルールの説明に納得感があったのだろうかと、少し気になっ

た。ラグビーのポジションを動物に例えたり、選手１人１人の特徴を伝えたりして

いたのは、非常にわかりやすかった。ただし、もっと手前の基本部分の情報を知り

たかった。大分の受け入れ態勢の話はとてもよかったが、ビールの消費量の例え話

が少し分かりづらかった。また、受け入れ態勢を整えて取り組んでいる地域は大分

県以外にもあるので、他の地域の取り組みも紹介して欲しかった。 

 

○  ９月１５日(日)のフカイロ！「ラグビーワールドカップが大分にやってくる！」

(総合 後 1:05～1:50 九州沖縄ﾌﾞﾛｯｸ) を見た。地元出身の芸能人である衛藤美彩さ

んやお笑い芸人・パンクブーブーの佐藤哲夫さんが出演しており、親しみを持って

見ることができた。勝ち負けについての説明が多かったが、どんなポイントで観戦

したらよいのかをより知りたいと感じた。今回、ラグビーワールドカップについて

の２つの番組を見たが、まだまだ自分にはラグビーは遠いというか、一生懸命理解

しようとしないとわからないと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

ラグビーについて、基本的なことをしっかり伝えることは重要だ

と思う。どのような方々に、どういうメッセージを届けていくの

かということを考えるときに、今回の場合は、ラグビーのルール

の基本からやるのではなく、少しラグビーのことがわかっている

人に向けた設定だったのかもしれない。制作現場で検討を重ね、



6 

皆さんにできるだけ納得感を持ってもらえる番組を目指せるよう

に心がけていきたい。 

 

○  ふだんから、おはよう九州・沖縄を見ているが、以前、佐々木理恵キャスターの

１日を紹介する番組があった。まさかヘアースタイルまで自分で仕上げをするとは

知らなかった。ますます彼女の仕事に対する姿勢に好感が持てた。アナウンサーや

キャスターの仕事を紹介した番組のようなものが時々あれば視聴者とのつながりが

生まれるのではないかと思った。 

 

○  熊本放送局が平日の夕方に放送している「マッスル天気」について、気象予報士

の松永貢さんは筋トレが趣味で、いつもピタッとしたランニングシャツを着て登場

するといういでたちだが、とてもほがらかで、お茶目なキャラクターとして熊本県

内では親しまれている。番組のオープニングで、炎天下でダンベル体操をしたり、

韓国の人気アイドルグループのダンスを踊ってみせたりとか、相当多芸な方で、つ

いつい今日はどんなだろうかというのがきっかけになって見ている。その一方で、

きちんとした気象情報も伝えており、大雨や台風の接近があるときは、ふだんより

も一層きりっと引き締まった表情でしっかり気象情報を伝えている。地方における

公共放送の柔軟なスタンスとして、好意的に感じている。 

 

○  平日午後６時台のニュースの「クマロク！」でも、時折アナウンサー同士のかけ

合いや、アドリブが入ったりして、地域番組ならではのアットホームさも感じてほっ

こりしている。言葉だけではなく、地域に寄り添った放送とは何かということを、

現場で非常に努力しているのを感じる。今後も親しみと温かみのある地域放送の継

続をお願いしたい。 

 

○  ８月１日（木）の「フランケンシュタインの誘惑Ｅ＋・選」では、アメリカの科

学者たちが原爆を開発した背景について伝えていた。原爆について、開発した科学

者からの視点で見ることがなかったので、大変いい機会だった。 

 

○  ９月１４日(土)のこころの時代～宗教・人生～「長崎の祈り―水がめを運ぶ人々に

導かれて―」を見た。カトリック長崎大司教区の司祭である古巣馨神父の語りが大半

の静かな映像だったが、思わず引き込まれて最後まで見た。去年の７月に、長崎と

天草地方の潜伏キリシタン関連遺産が世界遺産に登録され、教会群が存在する意味

を伝える番組がいくつも放送された。一方で、長崎のキリシタンの人々が 250 年の

弾圧を越えて守ってきた、伝承してきた信仰とは一体何なのか、その本質、核心に

迫る報道にはこれまであまり接してこなかった。番組ならではのユニークな視点で、
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人々の内面にまで踏み込んだ姿勢に感銘を受けた。長崎のカトリック独特の心情を

じっくりと伝える、よい番組だったと思う。 

 

○  ８月３日(土)の超三国志「徹底解明！英雄たちの真実」(ＢＳプレミアム 後 9:00～

10:59)を見た。お笑い芸人の皆さんが並んで意見を言ったり、クイズを行ったり、

若い方は非常に興味を持ったと思う。ただ、今人気のあるゲームや漫画ではなく、

実際の三国志に興味があって見る方にとってはどう感じただろうか。ひな壇の一番

端に座っている研究者の発言に対して、何の反応もないまま、次に進んでいくとい

う感じがして、私が求めていた歴史番組とは違うという印象だった。現代の若者の

三国志の捉え方も十分に伝わってきたが、私にとっては非常に違和感が残った。 

 

○  ドラマ「甲子園とオバーと爆弾鍋」(ＢＳプレミアム ８月７日(水) 後 9:00～9:59)

を見た。1990 年の夏の甲子園で勝ち上がっていく沖縄水産高校の活躍と、太平洋戦

争の沖縄戦を生き抜いてきた人々の思いをクロスさせており、半分がドラマ、半分

がドキュメンタリーという構成だった。ドラマはややステレオタイプの沖縄が表現

されていると感じた。上滑りしているせりふがいくつかあり、豪華キャストなのに

もったいないと感じる部分もあったが、大切な歴史を伝える手段としてドラマを選

んだことは、有効であったと思う。ドキュメンタリー部分の戦争体験者へのインタ

ビューや、遺骨収集ボランティアの具志堅さんの言葉には重みがあり、軽妙なドラ

マとの対比によってより強烈な印象が残った。 

 

○  台風１５号の報道に関しては、当時関東に滞在していたが、交通、水道、電気、

様々な問い合わせ先など、命にかかわる大切な情報が丁寧に発信されていた。また、

初めてＮＨＫのホームページにある「ＮＨＫ ＮＥＷＳ ＷＥＢ ＥＡＳＹ」の存在を

知り閲覧した。日本にはさまざまな国々の人がいるので、多言語発信と同時にわか

りやすい日本語での情報発信も重要であると思う。今後も、国籍、年齢、地域に関

わらず情報を必要とされている方へ届ける取り組みを続けてほしい。 

 

○  ９月１１日(水)の「ひなたの佐和ちゃん、波に乗る！～宮崎発地域ドラマ」(ＢＳ

プレミアム 後 10:00～10:59)を見た。内容的にはとてもおもしろかったが、最近は

職業的にもうまく両立してサーフィンをやっている方がいるので、ドラマのように

生活が破綻した方がいるのかと感じた。最後に父親が娘の歌で感極まり、サーフィ

ンを始めるシーンがあったが、その部分の演出には少し違和感を覚えた。 

 

○  ８月の大雨に関する報道は、Ｌ字画面による災害情報の表示など、こまやかな対

応がなされていたと思う。気づいたことを何点か挙げたい。１つ目は、大雨特別警
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報の伝え方である。８月２８日に佐賀、福岡、長崎の３県に発表され、ＮＨＫも伝

えていた。この大雨特別警報は、去年の７月にも佐賀、福岡、長崎の３県で発表さ

れており、そのときも「数十年に一度のこれまで経験したことがないような大雨」

と伝えられており、去年と全く同じものだった。「去年７月にも大雨特別警報が出さ

れたが、そのときと同じような現象、あるいはそれを上回るような現象が発生して

いるおそれがある」というように、過去のものを踏まえてアナウンスすること、ま

た、危機感を持ってもらうようなアナウンスが必要ではないかと感じた。２つ目は、

浸水の状況や被害の状況の伝え方について、佐賀市とか武雄市という表記が出てい

たが、具体的にどの地区が被害に遭っているのかがわからなかった。被害が出た場

所が、もともと浸水する可能性が高いといわれている場所なのか、あるいはそうで

はないかで、地元の人は大雨の程度を知る判断になる。県域放送で○○市〇〇町ま

で入れると非常に助かると思う。また、地域ニュースの中で今回の浸水被害の原因

を的確に示して問題提起していた。今回はどんな手段をもってしても防げなかった

ということをしっかりと説明した上で、流域全体の対策が急がれますという形でま

とめていた。ニュースは、どうしても一過性のものだと思うが、このようなリポー

トは、見逃した人も見られるように、地元放送局のホームページで一定期間見られ

るようにしてほしいと思った。今回の大雨報道全般については、細かくデータ収集

して、情報を提供していたと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

被災地域の表記やアナウンスの表現の課題についてだが、去年

の北九州の紫川の氾濫のときも、小倉北区何々の何丁目というと

ころまで、最終的には情報として伝える必要があると問題意識を

持って取り組んだが、まだまだ届いてない部分がある。状況に応

じてきちんと報道できるように心がけていきたい。 

 

○  ８月に九州北部に大雨、９月は台風１５号と、立て続けに大きな自然災害があっ

たが、ＮＨＫは予報段階からの注意喚起や、気象解説、被害状況など、今回も大変

こまやかな報道がなされていたと感じている。また、ニュース番組内でＮＨＫの

ニュース・防災アプリについてわかりやすく説明しており、大変よかったと思う。

私もこのアプリをスマートフォンに入れているが、この１か月は意識的にチェック

している。これだけスマートフォンやタブレット端末が普及している中で、このア

プリ１つで必要な情報が得られるのは、利用者にとってはメリットが大きいと思う。

ＮＨＫにはさらなる防災減災に資する番組の制作と、アプリのような情報提供サー

ビスを期待したい。 
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ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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２０１９年７月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

７月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１８日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、７人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴したスポーツ×ヒューマン「弱い自分に負けるな 卓球 早

田ひな」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、８月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

副委員長 長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役) 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部教授） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

 

（主な発言） 

 

＜スポーツ×ヒューマン 「弱い自分に負けるな 卓球 早田ひな」  

(ＢＳ１ ６月１７日(月) 放送)について＞ 

 

○  地元が同じということもあって、気になっていた選手だった。北九州の方言を話

す早田ひな選手が愛らしくて、改めて方言の良さも感じた。早田選手を支える方々

の雰囲気もとても良かった。特に、母親が娘を思って泣きながらおにぎりを作る場

面は、自分の経験と重ね合わせて、こみ上げてくるものがあった。人材育成や、自

分の失敗を克服する上で参考になる場面が多かった。緊張すると落ち込んだり、失

敗しそうになると黙ってしまったり、動けなくなってしまう若い人も多いので、失

敗を克服するためにあえて声を出すという行動は特に参考になった。この番組で初

めて早田選手の試合のことやプライベートを知り、ぜひ東京オリンピックに出場し

てほしいという気持ちになった。 

  

○  東京オリンピックの最後の代表枠を目指す早田選手の日々の奮闘が丁寧に描かれ

ており、ファンの方や地元の人は興味を持って見ることができたのではないか。
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ヒューマンドキュメンタリーは、その人ならではの秘話や生き方、言葉の力などに

接することで、見てよかったと感じると思う。早田選手の場合は、年齢が若い部分

もあり、己を鼓舞するキャッチフレーズなどメンタル面が中心となっていて、その

点は少しもの足りなさを感じた。モニター報告の資料によると好意的に番組を見た

人が多いようだが、未来ある選手なので、彼女の生き方に共感する人が多かったの

だろうと思う。 

 

○  番組構成はオーソドックスだが、見応えがあって、とてもよかった。ドキュメン

タリー番組は冷静に見ることが多いが、珍しく感情移入して番組を視聴した。カメ

ラワークがとてもよかった。基本的には試合全体を映しつつ、ここぞという場面で

はアップで表情をしっかり捉えていた。特に、追い込まれた場面で、目に力が宿っ

ている表情が映っていて、非常に象徴的な瞬間を収めていたと思った。一方で、番

組終盤に急に流れた音楽が気になった。それまでは映像を中心に番組が進行してい

たので、音楽が入ったことで、少しさめてしまった。音楽は映像の補助的な程度に

とどまる演出だとよかったと感じた。 

 

○  アスリートたちの厳しい練習の様子を知ることができた。最初は同じ場面が続い

たため、長いと感じたが、全日本選手権で完敗した早田選手の表情を見てから、番

組に引き込まれていった。オマーンの大会に出場する理由が、「東京オリンピックに

出場するために確実にポイントを稼ぐ」ということを聞いて、オリンピック選手に

選ばれることがいかに難しいかがよくわかった。子どもの頃の映像で、「卓球は最高

の宝物」ということばも印象的だったが、１８歳の早田選手から「勇気を一瞬出す

だけで、一生の人生が変わる」ということばが出たことにとても驚き、強く印象に

残った。オリンピック出場まで、とても過酷で長い道のりだということもわかった。

早田選手を最後まで応援したいと思ったし、早田選手以外にも卓球の代表選手を応

援したいと思えるきっかけとなった番組だった。 

 

○  スポーツ番組ならではのさわやかさを感じる番組だった。オリンピックの代表選

手の選考における早田選手の立ち位置や、早田選手自身の魅力がよく表現できてい

たと思う。卓球のオリンピック出場枠の説明もわかりやすく、とても親切な番組構

成だと思った。テロップを無駄に多用せず、必要な場面にはしっかりと時間をかけ

ており、とても好感を持った。早田選手の母親の存在が、番組のエッセンスになっ

ていたと感じた。早田選手の今後にとって重要な場面で、久しぶりに同行した母親

をしっかり取材していたことはとてもよかったと思う。わが子への愛情が数分間の

シーンに表現されていて、早田選手の人間らしさの厚みをいっそう深めていたと

思った。2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、私たちが応援する
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きっかけとなるような番組を今後も制作してほしいと思う。 

 

○  オリンピック代表選手の選考について、世界ランキングや代表枠の話などを踏ま

えて、わかりやすく説明しており、番組を見ていて、卓球に詳しい方が制作してい

るのだろうと感じた。また、早田選手のプレースタイルについても、ほかの選手と

の違いや、得意なプレーについて丁寧に説明しており、卓球を知らない人でも、と

ても理解しやすいだろうと思った。早田選手をコーチや家族が支え合っている姿は、

視聴者の共感が得られるだろうと思った。早田選手がかつて書いた、３年後の自分

自身に宛てた手紙の中で、メンタル面の弱さという課題を指摘していた。当時から

オリンピックに出るという意思を持って、自分自身の課題点も見つけている。若い

人であっても、自分が弱ったときに、自分自身を冷静に見つめられるのだと納得し

た。番組の最後に手紙を通して客観的に自分を見つめ直すシーンがあったことは、

とてもよかったと思う。 

 

○  「スポーツ×ヒューマン」は初めて見た。長期間丁寧に早田選手に密着していて、

早田選手本人の持ち味や心の葛藤、等身大の彼女の魅力がよく伝わってきた。卓球

が技術や体力だけではなく、戦略や心理的要素が重要なスポーツということを初め

て知った。卓球の魅力や、周囲の人のサポートがあって、早田選手が頑張っている

こともよくわかった。代表選考や世界ランキングの仕組みも図を交えてわかりやす

く表示していて、好印象を持った。また、永野芽郁さんのナレーションもとてもよ

かった。永野さんの淡々としたナレーションが、早田選手の感情の起伏や、激しい

プレーの見どころなどを引き立てていたと思う。淡々としたナレーションに終始し

ていた中で、番組の最後だけ「負けるな！ひな」と力を込めて語っており、見てい

る側も気持ちが熱くなるように感じた。番組を見るまで、早田選手が福岡県出身だ

と知らなかったが、番組を見終わる頃にはファンになってしまった。また、卓球が

とてもおもしろいスポーツだということもわかり、大会に足を運んで見てみたいと

思った。とても意義のある番組だったと思う。 

 

○  早田選手が女子卓球のトップ選手ということは知っていたが、伊藤美誠選手や平

野美宇選手に比べて、実力や人柄を知らなかったので、番組で早田選手の近況や私

生活を知り、応援したくなった。番組最後の試合では平野選手に勝ててよかったと、

感情移入して見た。番組を見て、東京オリンピック出場という目標が早田選手の原

動力なのだと思った。早田選手にならって、自分の目標を高く持ち、諦めずに取り

組むことの重要性を再度認識できた。永野芽郁さんのナレーションが番組の内容に

合っていたと感じたし、番組の進行もスムーズで、最後まで違和感なく見た。加藤

美優選手との試合の場面では、早田選手のインタビューをかぶせて、試合の局面で
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何を考えていたか聞くことができてよかった。 

 

○  改めてこの番組を通して、東京オリンピックが目の前に迫っていることや、アス

リート達が進む道を知ることができた。番組ではオマーン大会を取材していたが、

早田選手は想像をはるかに超える数の海外遠征を重ねていて、とても驚いた。彼女

を支えるサポーターは多いと思うが、特に母親の存在は大きいと思った。オマーン

までお米を持参し、早田選手の大好物のおにぎりを涙ながらに作る様子を見て、も

らい泣きしてしまった。北九州出身の早田選手が是非オリンピック代表に選ばれて

ほしいと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

永野さんにとって、ＮＨＫの長尺番組のナレーションははじめ

てだった。「負けるな！ひな」のナレーションは、当初は普通に読

んでもらったが、エールを込めたほうが良いと考えて、永野さん

にお願いしたものだ。私たちの想像を超えた、感情がこもったナ

レーションとなった。オマーン大会で早田ひな選手の母親に密着

取材したが、私たちもどのような映像が撮れるかは想像できな

かった。結果としてはよい取材が出来たように思う。番組で使っ

た早田選手の８年前の映像は、北九州放送局が取材したものだ。

このほかにも過去にしっかり取材できていたことも大きかった。 

３年前の手紙の場面は、番組のどの部分に置くか、試行錯誤を

繰り返した。母親を直接取材できたのがオマーン大会だけだった

こともあり、最後に持ってくる構成にした。 

最後の音楽は番組のテーマ音楽で、歌詞のあるトーンの強い音

楽になっている。どこから音楽を入れるかについては、本当に迷っ

た部分だ。 

 

（ＮＨＫ側） 

この番組は、ディレクターの思いが取材相手とよい形でよい距

離感を生み、皆さまから評価いただける内容になったと思ってい

る。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ６月２５日(火)の「ニュースおかえり佐賀８４５」を見た。見出しのニュースが

「鳥栖市長の減給案を委員会が否決」という内容だったが、その後に放送した「鳥
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栖市長に対する辞職勧告決議案提出」の方がニュースバリューがあり、先に伝える

べきではないかと思った。放送に出るまでにさまざまな事情があって、この順番に

なったのかもしれないが、コラムや解説などで記事の補足ができる新聞と違い、テ

レビは１つのニュースで全体像を伝えることはなかなか難しいところがあると思っ

た。 

 

○  ６月２９日(土)のＮＨＫスペシャル 東京ミラクル第２回「巨大鉄道網 秒刻み

の闘い」を見た。ＪＲ東日本の東京総合司令室は、ふだんテレビに出ない場所なの

で、とても興味深かった。日本の秒単位の鉄道網が成り立った経緯や努力について

紹介していてよかった。また、日本の技術が世界に浸透しつつあることもわかった。

番組で出てきた秒単位のクイズは、鉄道のダイヤが遅延してもちゃんとフォローで

きていて、リアリティーもありとてもおもしろかった。 

 

○  ６月３０日(日)のＮＨＫスペシャル「誰があなたの命を守るのか“温暖化型豪雨”

の衝撃」を見た。昨年の西日本豪雨で起きた岡山県倉敷市真備町の浸水の仕組みを、

実験の映像などで説明していて、多くの高齢者が建物の１階で亡くなった理由がよ

くわかった。河川の整備などの公共事業は昔の基準で作られたものも多いと思われ、

今後どうすべきか考えさせられた。大雨が降った地域の雨量データや避難勧告が出

された時間を地区ごとに調べて映像化したのがとてもわかりやすかった。また、実

際に人間が避難行動に移るときの要素もよくわかった。一方で、一般の視聴者には

なかなか難しい内容なので、情報がなかなか頭に残らないのではないかとも感じた。 

 

○  ７月４日(木)のクローズアップ現代＋「記録的大雨 “全市避難”で何が起きた

のか」を見た。前日の集中豪雨による全市避難で起きた混乱や課題を、翌日に速や

かに報じていた。生のニュースに近い鮮度で、訴える力や考えることを促す説得力

があったと思う。２歳の子どもを抱えて右往左往する身重の女性や、避難所がいっ

ぱいで車中泊をする人、最も雨の激しいときに避難した家族など、具体的な事例を

取り上げていたことがよかった。また、川が決壊している様子や車が転落している

ＮＨＫスクープＢＯＸから投稿された映像も、緊迫感を持って見ることができた。

番組でも指摘していたが、全市避難はどこに避難すべきか、誰に呼びかけているか

があいまいとなるため、当事者は不安に思われたと思う。自治体にとっては、確か

に避難を呼びかけたということにはなるが、責任回避の側面もあると思う。最近、

気象庁の発表などでも「自分の命は自分で守る」という言葉が繰り返されているが、

行政の最大の役割は住民の命を守ることだと思うので、防災のために行政が果たす

役割を厳しく検証し、考えていく番組を引き続き放送してほしいと思った。 
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○  ７月５日(金)の実感ドドド！「厳重警戒！大雨から身を守るには」を見た。台風

や豪雨は日常生活を脅かす重大な事象だ。自分自身でつくる防災計画のタイムライ

ンについて、東峰村の訓練の事例を踏まえて具体的に紹介していて、とてもわかり

やすかった。九州大学の塚原健一教授の話の中に、自分を助ける「自助」という言

葉があり、自分のいる地域がどのような環境なのかを、まずはよく知ることが重要

だという話はよい情報だと思った。また、ボランティア活動をしている望月文さん

の話からは、地域の人たちのことをよく知っていることや人々への思いやりが伝わ

り、このくらいの雨だから大丈夫と自己判断せずに、被災者を命がけで助けに行く

人のことも考えてほしいということばもよかった。気になった点として、タイムラ

インについてアナウンサーが大都市でも機能するかと聞いていたが、東峰村と都市

では環境が異なり、視聴者の混乱を招くおそれがあるので、ここで聞く必要はなかっ

たと思う。また、ゲストの望月さんがことばにつまりながら住民が亡くなった話を

していたが、アナウンサーがすぐに話題を変えてしまったので、フォローして話を

引き出してほしかった。番組の「行政主導の避難対策の限界」「あなたの判断」とい

うのは非常にインパクトのあることばだった。ただ、今回のテーマを踏まえると、

もっと行政が決断したり判断したりできる部分について、クローズアップしてもよ

かったのではないかと感じた。 

 

○  ７月１２日(金)のくまもとの風「球磨川とともに生きる～全国初のダム撤去 そ

れから～」を見た。ダムの専門家や地元の漁師、環境カウンセラーや旅館経営者に

取材していて、多角的にダムを捉えており、わかりやすい番組だと思った。ダムを

撤去したあと、自然の生態系が戻りつつあるという話は、心が温かくなった。一方

で、高齢化に伴う跡継ぎ問題や、観光客の減少によって地域経済が厳しくなってい

る事情を知り、寂しい気持ちにもなった。そうした中でも、旅館経営者が地元の大

学生との共同プロジェクトに取り組むなど新たな挑戦をしていることには感銘を受

けた。球磨川について、荒瀬ダム撤去の影響を考えつつ理解を深める意義のある番

組だと思った。ナレーションにキャラクターを使っていて、アユタロウという名前

のわりにかわいらしい女性の声で話していて、そこには違和感があったが、地元の

方の発言部分には字幕を多く表示するなど、子どもから高齢者まで幅広い世代が視

聴しやすいような工夫がされていると思った。 

 

○  ７月１４日(日)の目撃！にっぽん「ニッポンで生きていく～東京・八王子 夜間

学級の若者たち～」を見た。外国人労働者の受け入れ問題や、移民政策をどうして

いくのかは、これまでさまざまなメディアで提起されてきたが、外国人労働者の子

どもたちに着目した番組はこれまで見たことがなかった。日本で生きていくために

勉強する様子を取材した興味深い番組だったと思う。外国からやってきて悩みなが
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らも勉強に励む子どもが、教科書を手にして目を輝かせる場面は、思わず目頭が熱

くなった。当事者に共感して、寄り添う視点で描かれていたことが印象に残った。

日曜の午前６時台にこのような番組が放送されていることに、少し驚いた。こうし

た考えさせる番組が早朝の時間帯に放送され、どのような人が見ているのかと考え

ると、少しもったいない感じもした。 

 

○  ７月１４日(日)のＮＨＫスペシャル 恐竜超世界 第２集「史上最強！海のモン

スター」を見た。とてもおもしろい番組で、精密なＣＧ映像は本物ではないかと思

うほど、衝撃を受けた。現代の恐竜研究を踏まえて、恐竜たちの生活や生態系、進

化の過程まで実に分かりやすく伝えていた。またＣＧで誰でもわかる作りになって

いて、興味を持つ子供たちも多いだろうと思った。久々にテレビにくぎ付けになっ

た番組だった。 

 

○  参議院議員選挙の情報を、ＮＨＫがインターネットでどのように発信しているか

を見てみた。公示日には候補者の第一声や、選挙のポイントなどの動画がアップさ

れていた。参議院議員選挙における各選挙区の争点も、放送されたニュースがその

まま掲載されており、放送後すぐにアップされていて、リアルタイムでニュースを

見られなかった人がインターネットで視聴することができるので、大事だと思った。

特に、すべての選挙区が同じような形で見られることがよかった。福岡放送局のホー

ムページでは「なるほど参議院選挙」というコーナーがあり、各放送局でいろいろ

な伝え方があるのだなと思い興味深く見た。自分が住む地域だけでなく、感心のあ

る地域も見ることができるので、より多くの人に見てもらいたいと思った。自分の

空いた時間に候補者の意見を聞けることはとても良いと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＮＨＫが放送を根幹に、あらゆる伝送路で情報発信していくこ

とを心掛けている中で、選挙の情報をインターネットでも見てい

ただけたことは非常にありがたい。放送とは異なる手段で情報を

得ていただくことができるため、放送をメインとしつつ、インター

ネットでもより充実したコンテンツを提供していきたい。 

 

○  ７月１１日(木)のフランケンシュタインの誘惑Ｅ＋＃１５「麻酔 欲望の医療革

命」を見た。テーマの「医療特許」は、自分が知らない世界の話なので興味深く、

内容もおもしろかった。詳細な再現ドラマや専門家の説明があり、理解もしやすかっ

た。医療特許によって新薬の価格が高騰していることや、アメリカでは治療法にも

特許が認められている事を知って驚いた。自分が知っているようで知らない業界の
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裏側を知ることができておもしろかった。また見ようと思った。 

 

○  「武内陶子のごごラジ！」はパーソナリティーやゲストが昨年度と大きく変わり、

これまでとは違う意味で興味を持って聞いた。生放送のテンポの良さを感じていて、

特に「にっぽん島めぐりの旅」のコーナーが好きだ。箭内道彦さんの語りもおもし

ろいし、番組で紹介した島について調べてみたくなるような、関心が湧く内容になっ

ている。番組で流れる音楽も、昔のことを思い出させるもので、楽しくも懐かしく

感じる演出で聞きやすかった。ただ、アナウンサーのテンションが高いことや、番

組名にアナウンサーの名前がつけられたことに、自分としては違和感を覚えている。

「すっぴん！」も聞くが、藤井彩子アナウンサーはクールな感じで、話を相手に合

わせる感じなので、あえて午前と午後で番組の趣向を変えているのかなと思うほど

だ。パーソナリティーによって番組は大きく変わると思った。 

 

○  ６月２６日(水)から２８日(金)にかけて放送した、シリーズ・移住 ５０年目の

乗船名簿・完全版（ＢＳ１ 26 日(水) 前 0:45～2:14、27 日(木) 前 0:45～2:14、28

日(金) 前 0:55～2:24）を見た。白黒やカラー、ハイビジョンに４Ｋの映像など、５

０年にわたるテレビ技術の進歩を実感した。出演者のそれぞれの５０年間を映像と

ともに振り返っていて、一人一人のことばに重みを感じた。ディレクターが終始く

だけたことばづかいで話していたことが気になった。取材対象者との関係が親しい

ことを表現したかったのかもしれないが、少しフランクすぎると感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

取材相手へのことばづかいの指摘があったが、制作者と取材相

手の距離感や思いの込め方は、番組制作をしていく上で重要な要

素だということを、改めて気づかされた。 

 

○  ６月下旬から７月初旬の大雨について、ＮＨＫは番組の放送予定を大幅に変えて、

大雨報道に尽力していたと感じた。過去の豪雨災害の事例や、エリア別の注意点な

ど、具体的にわかりやすく伝えていたと思った。降雨量を伝える際には、「平年７月

の１か月相当の雨量がこれから１日で降る恐れがある」など印象に残る表現で危機

感を持ちやすい工夫がされていたと感じた。最近、特にＮＨＫの防災減災報道の工

夫を感じている。気温を伝えるときも「危険な暑さ」など直感的に受け止めやすい

表現を取り入れていると感じるし、重要だと思う。いっそう正確な報道に期待した

いと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 
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防災減災報道の鍵を握るのは、やはり自分のこととして受け止

めてもらうことだと思う。そうした報道や放送に向けて、私たち

は今後も議論していく必要があると思った。 

 

○  鹿児島市では市内全域に避難指示が出たが、どこに避難するのかわからなかった。

ＮＨＫでは、ニュース防災アプリの取得方法や操作方法について説明していたが、

全国ニュースのため、都心にいるアナウンサーが伝えていた。東京だけではなく、

避難勧告が出ている地域からも伝えていれば、多くの鹿児島県民や、今後豪雨の恐

れがある地域の人が情報取得したいと思うのではないか。鹿児島県は平成５年の８

月、梅雨明け宣言をした後に水害が起きたが、今年も注意すべきだと思う。報道の

在り方が問われると思うので、気象庁と自治体、ＮＨＫの更なる連携に期待する。        

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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２０１９年６月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

６月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、２０日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴した実感ドドド！「現場報告 馬毛島 訓練移転計画」に

ついて説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、７月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  山元 紀子 （霧島高原ビール株式会社 代表取締役） 

副委員長 長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家） 

大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役) 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部教授） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

森    重隆 （九州ラグビーフットボール協会 会長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜実感ドドド！「現場報告 馬毛島 訓練移転計画」  

（総合 ５月２４日(金) 放送）について＞ 

 

○  政府と住民との合意形成が難しい問題だと思った。番組として結論を出すことは

できなくとも、視聴者に問題を提示することはできていた。 

 ＮＨＫの番組は、答えを出すのではなく、さまざまな社会の問題を提示するもの

が多いと思う。今回の番組でも、答えは出ないながらも課題を提示していて、私も

情報公開と合意形成は必要だと感じた。安全保障は喫緊の課題でもあるので、しっ

かり考えていかなければならないと思った。 

  

○  馬毛島は、普天間基地の移設先として名前が取り上げられたことがあったので、

大変関心を持って見た。本来国民が平等に負担すべきところを、地理的条件を満た
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している地域が過度に負担を強いられているという構図は、辺野古の新基地の問題

などと同じだと感じた。アメリカ国務省元日本部長のケビン・メア氏のインタビュー

では、この問題に対するアメリカ側の姿勢を知ることができ、放送したことにとて

も意義があったと思う。よく取材したと思った。 

 一方で、番組の結びの「政府は地元住民に対して丁寧な説明が必要だ」というこ

とばに違和感を抱いた。これは住民に納得してもらったうえで現在の移転問題を進

めていく、という政府の立場や、前提に立っているように感じた。今の日本は、国

家全体にかかわる大きな問題を一部の住民に負担を背負わせることで解決策とし、

思考停止していると思う。今回の訓練移転問題は、思考停止した日本の現状を象徴

していたと感じた。安全保障問題の矛盾や、地位協定などの議論を棚上げしたまま

にするのではなく、ＮＨＫは問題に直面している地域の人の声を取り上げ、問題の

原因を問いかけるメディアであってほしい。ＮＨＫの地域の放送局こそできると思

うので、ぜひ、引き続き取材を進め、地域の声を発信してほしい。 

 

○  番組の意図が最後までよくわからなかった。番組の構成が、馬毛島が移転候補に

選ばれた理由、九州への影響、訓練移転に対する住民の賛否などだったが、これら

は訓練移転の話が出始めたときに発信すべき内容だと思う。むしろ、南西地域の安

全保障全容に触れなかったことが気になった。活気が出たとか、税収が増えた、人

口が増えたといった話が出る一方で、安全保障の拠点として、他国からの攻撃を受

けやすくなるという危険性がある。安全保障に基づく訓練移転問題を、地域の人や

視聴者が目先の利益だけで判断しないように、島がどのように利用され、どのよう

に運用されていくのか、判断材料を示すことがメディアの役割だと思う。西之表市

長の意見も取り上げられているとよかった。また「取材の最後に、ケビン・メア氏

は日本政府に伝えてほしいと訴えました」というナレーションの場面で、私にはイ

ンタビューを終えて退出しようとするメア氏を取材者側が呼び止めたように見えた。

「最後に日本政府に伝えたいことがあるかと尋ねると、メア氏はこのように言った」

というナレーションのほうが適切だったと思う。小さな事だが、視聴者の受け止め

方も変わってくるので、伝え方の配慮はとても大切だと思う。 

 安全保障の観点からみた南西地域の現状や馬毛島の役割について、また、外交努

力を含め日本が取り得る手段について、普遍性のある提言があるともっとよかった

と思う。 

 

○  ＦＣＬＰ（空母艦載機離着陸訓練）の移転候補地として、馬毛島が取り上げられ

ていることをわかりやすく伝えた点で、一定の意味がある番組だった。アメリカ国

防省や現在の訓練地である硫黄島、馬毛島の現地の様子など、よく取材していた。

しかし、番組の構成を見ると、訓練地を移転する必要性を訴える政府やアメリカ側
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の意図を解説する番組になっていたように思う。移転がなぜ遅れたのか、という視

点から作っていたのではないか。現在の西之表市長が、市長選で移転反対の公約を

掲げたことや、原田防衛副大臣来訪の際に反対運動が起きたことなど、当然伝える

べきことがあったと思う。また、番組の最後に「オープンな議論を進めていくため

に、情報の公開、提言が必要だ」とまとめていたが、誰に対して、何を求めている

かが不明瞭だと感じた。 

 全体として、基地問題や原子力発電所の誘致など、一般的に地域の合議には苦渋

の共通の問題があることはよくわかった。 

 

○  商店街の人が態度を明確にできないと言っていたことが印象に残り、地元では、

態度を明確にできない雰囲気があるように感じた。元防衛庁幹部の証言は、声のトー

ンがとても軽く、なげやりな話し方に聞こえた。国民の問題としての訓練移転問題

に対して、乱暴でいいかげんな政府の姿勢をかいま見た気がした。また、訓練時の

騒音の話題では、種子島の夜の静寂が無くなってしまうのではないかと思った。夜

に騒音が聞こえるようであれば、安心した生活は送れないと思う。自衛隊基地があ

る地域では、航空ショーのような地域にとって楽しいイベントもあるが、番組を見

て、改めて基地問題を考えるきっかけになった。 

 最後に、ケビン・メア氏の「馬毛島に移転しないと、アメリカは日本を守れない」

というインタビューを聞いて複雑な気持ちになったが、本来訓練移転の問題は、国

民が意識して考えていくべき、とても大事な問題だと思う。 

 

○  番組を見るまで馬毛島を全く知らなかった。ほかにも知らない人が多いと思う。

また、ジェット機が飛ぶ音はとても大きく、私たちが大声を発しても相手には聞こ

えないほどだ。地域住民にとっては騒音も重要な問題になってくると思う。 

 

○  馬毛島の問題に対する知識が全くないまま番組を見始めた。冒頭から空母艦載機

が離着陸する映像が流れ、不安や恐怖を感じる作りになっていたと思う。何が真実

か見極めようと意識しながら番組を見るように努め、目を伏せながら話す岩屋防衛

大臣の姿から、大臣は本心を話していないのではないかと疑念を抱いた。映像には

物事を伝えるだけではなく、心理を映すような力があると思う。 

 馬毛島のことを知らなかったため、自分でも調べ、さまざまな問題があることを

知った。番組で取り上げていない問題もあったので、もう少し情報として発信する

とよかったと思う。種子島の人々と同じ問題が身近に起きた場合に、自分はどのよ

うに行動するかと考えながら番組を見た。 

 今回、訓練移転の問題を取り上げて伝えたことで、初めて問題を知ることができ

た。現実に起きている社会の問題を引き続き取り上げ、繰り返し情報を発信してほ
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しいと思う。 

 

○  馬毛島の問題は知らなかったのでとても勉強になった。アメリカ軍機が九州上空

を飛ぶことへの不安や、沖縄県民が現実問題として抱いている複雑な心情、商店街

の人々が経済効果を期待することや、移住した人の静かな生活を送りたいという思

いなど、自分の身に置き換えて想像しながら見た。ＦＣＬＰが実施されたときの経

路や騒音を図示し、電車が通るときのガード下の騒音と同じだと、具体例を出した

ことは、わかりやすくてよかった。視聴者が問題の本質を考える上で、有益な情報

だったと思った。テロップに「トップガンの本音」と書かれていたが、トップガン

の意味を知らない人も多いと思うので、単純にパイロットでよかったのではないか

と思う。また、馬毛島の土地を所有している開発会社の考えや、西之表市長の話が

あると、多角的で充実した番組になったと思う。取材が困難な事情もあったと思う

が、九州沖縄にとっては重要なテーマだ。「実感ドドド！」の内容としても適切だっ

たと思う。さまざまな制限や困難が伴うテーマについても、今後も切り込んだ報道

をしてほしいと思う。 

 

○  鹿児島にとって繊細な、馬毛島への訓練移転の問題をよく取り上げたと思った。

問題に一石を投じたと思う一方で、鹿児島県知事や西之表市長のインタビューがな

かったことは残念だった。角を立てないよう、注意して制作した印象を受けた。鹿

児島には拉致問題のように解決していない問題がたくさんある。馬毛島への訓練移

転の問題は県民もほとんど知らない問題だと思うので、今回、担当記者が番組で取

材内容を直接伝えたことはとても良かった。安全保障の問題は語りにくいこともあ

るので、問題の存在を視聴者に投げかけてくれたことは評価したい。 

 

○  考えさせられるテーマだった。問題が大きすぎて、解決の糸口が見当たらず、視

聴後は頭の中が固まってしまう感じになった。番組が進行するにつれて次々に新た

な視点が提示されたからだと思う。番組前半ではＦＣＬＰの意味や効果、現実、交

渉経緯などについて触れ、後半では西之表市の住民の複雑な意見や、買収交渉、移

住者、騒音などを伝えていて、自分の中で整理が追いつかなかった。西之表市民の

複雑な意見を聞くと、私自身どのような意見を出すことがよいか見いだせなかった。

今まで安全保障に関する情報を特に意識せず、聞き流してきたことに気づいた。一

つの問題についてさまざまな角度から見たことで、広く深い問題があると改めて学

んだ。 

 

（ＮＨＫ側） 

番組に対する評価や、もの足りない点など、さまざまな意見を
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いただいた。地域の問題でもあり、国と地方に関する問題でもあ

り、日本とアメリカに関わる問題を、どのように伝えればよいか

試行錯誤しながら制作した。馬毛島への訓練移転問題については

問題自体を知らない人も多いため、番組が議論のきっかけになれ

ばよいと考えた。外交・安全保障は国の専管事項と言われるが、

安全保障は自分たちの生活に直結する問題で、自分のこととして

考えていかないと解決しないと思う。九州沖縄は安全保障政策の

なかで重視された地域であり、視聴者が考える材料を提示するた

めに、どのように伝えればよいか、常に悩みながら番組を制作し

ている。今後もまた率直な意見を頂きたいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

物事の提示の仕方について、提示したいと思っていることが、

相手に正しく伝えることができているか、誤解を招かないか、私

たちが問われていることはたくさんあると感じた。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ５月２７日(月)のミッドナイト ドキュメンタリー「長屋家族」(総合 後 10:55～

11:20）は、ずっと違和感を覚えながら番組を視聴した。昔の長屋というのは大人同

士の成熟した社会で、人情や助け合いがあった場だ。番組の中で紹介した事例は、

心に傷を負った人が同じ長屋の住人を助けることで、自分の心が癒やされていく様

子を伝えていた。この一面だけを捉えて、長屋が人の助けになっているとする構造

には、違和感があった。助け合いと心のケアは別のもので、ある種、長屋の一部を

切り取ったドキュメンタリーだと思った。 

 ６月２日(日）のＮＨＫスペシャル「彼女は安楽死を選んだ」を見た。１人の人間

の最期の瞬間まで撮影していたことに驚嘆したが、多系統萎縮症を発症した２人を、

死を選んだ人と生きることを選んだ人と、二極化して伝えた構成は危険だと感じた。

病気や介護で苦労している人の中に、番組を見て、今回取り上げられていたスイス

に行くことを選ぶ人が増えるかもしれないと考えた。日本ではこれまでタブー視さ

れてきたテーマを扱ったことはよかったと思うが、放送による影響の大きさも気に

なった。ドキュメンタリーだから事実だけを伝えていけばいいとなると、人間は単

純なほうに考えやすく、危険性もあると思う。民族的な問題や宗教的な問題など、

世界にはいろいろな問題がある中で、スイスと日本の状況は異なる。死までも自由

に選べるような状態を提供していく怖さを感じるし、安易に海外の事例に乗ってし

まう日本の状況にも心配がある。重いテーマを、単純な対比構造でつくっている感
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じがした。 

 この二つの番組を見て、ドキュメンタリーは真実を伝えながらも、制作者の意図

や人間力が出ると改めて感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

番組は結局のところ人間がつくり視聴者に届けるものだ。ＮＨ

Ｋのジャーナリズムに関わる人間だけでなく、ＮＨＫで働く者の

人間力を意識して育成しなければ、物事の提示まで行き着かない。

非常に重要なテーマを頂いたと感じた。 

 

○  ＮＨＫスペシャル「彼女は安楽死を選んだ」を見た。国内で認められていない積

極的な安楽死、この選択をした人に密着し、肉声を紹介しながら、実際に亡くなる

までを映像に収めた貴重な記録だと思った。視聴者に生きる意味や安楽死をどう考

えるかを促す、画期的な番組だったと思う。当事者の女性は、自分で何もできなく

なる、それにより自分の尊厳が失われていく、だから死を選ぶと話していたが、こ

の安楽死を選んだ理由については共感できなかった。これは認知症の患者と同じ状

況であり、自分で考えることが難しい精神障害者の方も大勢いる。彼女のことばを

そのまま紹介することは、そうした方の存在を否定することにつながりかねないの

で、解説を入れる必要があったと思う。また、安楽死を選ぶと決めても、人間の心

は揺らぐものだ。最終的に死に至ったことに、ＮＨＫの取材が影響していなかった

かも気になった。一方で、「人の力を借りないと生きられない自分でもいいんだと

思って欲しかった」という妹のことばには深く共感することができた。積極的安楽

死と消極的な尊厳死は全く違う。尊厳死、安楽死が医療費抑制とセットで、ある意

味乱暴に議論されようとしている側面もある中で、専門家の解説、どうこれを考え

ればよいのかと促す視点を番組では提示してほしかったと思う。 

 

○  ＮＨＫスペシャル「彼女は安楽死を選んだ」を見た。幸せだったと、映画のワン

シーンのように安らかに亡くなっていく女性の姿に衝撃を受けた。一方で同じ多系

統萎縮症でも、生きることを選んだ女性が桜を見て泣く場面では、うれしさだけで

はなく、ことばにならない無念さや悔しさがにじんでいるように見えた。ナレーショ

ンが何もなく、どう受け止めるか視聴者に委ねていたように感じたが、番組では生

きることを選んだことを暗に否定しているように感じ、演出に疑問を抱いた。 

 尊厳死さえ法整備がされていない日本で、そこについて触れずに安楽死を選ぶ日

本人だけを紹介したことも気になったし、安楽死を選ぶ日本人が増えるのではない

かと不安を抱いたため、今の日本の状況を説明する専門家が番組内で解説するべき

だと思った。今後の議論のきっかけになればよいと思うが、よい方向ばかりに進む
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とは限らず危惧を感じた。 

 

○  ５月３１日(金)の実感ドドド！「高齢者の“在宅”が変わる」を見た。情報通信

技術を踏まえたオンラインの診察をいざという時には利用したいと思った。高齢者

がいる家庭にも、働き盛りの人にも必要とされる診察方法だと思う。番組では福岡

市の事例として取り上げていたが、ほかの市町村の状況についても説明があるとよ

かった。 

 

○  ５月３１日(金)の「ナマステ＠鳥栖」(総合 後 7:30～7:55 佐賀県域）を見た。鳥

栖が鉄道の町であり、その鉄道の歴史をしっかり紹介していたことがよかった。重

いテーマの番組ばかりではなく、このように平和な街を紹介する番組もよいと思っ

た。 

 

○  ６月３日(月)と１０日(月)の「いろどりＯＩＴＡ」を見た。オリンピックの聖火

リレーのコースを説明するとき、わかりやすい地図が出ていてよかった。また、「石

丸謙二郎のおおいた彩発見」というコーナーは、ニュースが続く中で、ほっこりす

るような映像が流れてとてもよいと思う。撮影の角度も工夫していて、時間をかけ

て撮影していると思った。実際に大分まで足を運んで、月２回の企画を続けていく

ことは大変だと思うが、今後も続けてほしいと思う。企画放送後、次回の告知がな

いので、次回の放送予定日を伝えてほしい。 

 

○  ６月８日(土)の有吉のお金発見 突撃！カネオくん「なぜ高い？“結婚式”のお

金の疑問を大調査」を見た。ドレスのレンタル料はやはり高いと感じたし、結婚式

は花嫁のためにあると改めて感じた。レンタルドレスは何回も着回せるものだし、

新婚のおめでたい気持ちにつけ込んだビジネスではないかという偏見もあったが、

番組を見るにつれて、結婚式の費用が高くなるたくさんの理由がわかり、感心する

と同時に納得することができた。関わる方の高い技術とこだわりの一端を感じるこ

とができたのは有意義だった。また、同じ結婚式でも地方によって違ってくるとい

うことが初めてわかった。 

 ＭＣの有吉弘行さんは進行のテンポがよく、毒舌も絶好調で、楽しく見ることが

できた。バラエティーのおもしろさもよく出ていたと感じた。出演者に中年の方が

多い中で、中学１年生である田牧そらさんの初々しいコメントが光っており、家族

で楽しめる番組として非常によくバランスが取れていると思った。 

 

○  ６月１４日(金)の実感ドドド！＠福岡「懐かしか～！福岡“ノスタルジー”」を見

た。北九州市の角打ちや駄菓子を取り上げ、人情味を感じる内容になっていた。同
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じ「実感ドドド！」でも、最先端のＩＣＴのテーマでは福岡市を取り上げ、ノスタ

ルジーを感じるテーマでは北九州市を取り上げていた。番組では中高年の男性ばか

りが出ていたが、少し変わってきているところも紹介してほしかった。 

 

○  ６月１４日(金)のもしも、長崎が日本の中心だったなら…「長崎ちゃんぽんは“ア

ジア食”になれるか？」(総合  後 7:30～7:55)を見た。飲食チェーンがタイに長崎

ちゃんぽんを売り込んでいく様子に終始していたので、少し残念に感じた。紹介さ

れていた企業は長崎ちゃんぽんの飲食店として認知度が高い。しかし、その企業で

ないと、長崎ちゃんぽんの魅力は発信できないのかと感じるほどだった。ちゃんぽ

んの魅力は他にもあると思う。各地域のご当地ちゃんぽんにももっと時間を割いて

ほしかったので、ちゃんぽんをテーマにした番組としては疑問を感じた。黒氏康博

アナウンサーの冗談交じりのコメントは、いつもと違う一面を見たような気がして、

新鮮に感じた。 

 

○  ６月１４日(金)のフカイロ！「ラグビーワールドカップが大分にやってくる！」

を見た。ラグビーワールドカップがどのような大会か、日本で開催することがどれ

だけ大変なことかわかった。ラグビーのルールも丁寧に説明していてよかったと思

う。 

 

○  ６月１８日(火)の「新潟県 震度６強 山形に津波注意報」関連のニュースを見

た。各局の地震報道を見比べたが、ＮＨＫの初動が一番早いと感じた。地震があっ

た自治体の方々と電話で話すとき、話し始める前に必ず「今、安全な場所にいらっ

しゃいますか」と確認していて、大切なことだと思った。現地の方も、地震が起き

たときの様子や現状など、大切な情報をうまく話していたと思う。非常時の協力や

伝えてほしいことを平時からお願いしているのだと感じたし、ネットワークの強さ

はＮＨＫの強みだと感じた。 

 また、画面の上に英語の文字スーパーを出して副音声に誘導したり、画面上に表

示した２次元コードのリンク先では英語で情報発信するなど、国内の外国人の方々

に向けてしっかりと対応していた。日本語がわからない方にとって、こうした情報

発信はとても心強いと思う。ＮＨＫは「情報の社会的基盤」だとよく言うが、本当

にそのとおりだと感じた。日本国民だけでなく、外国人も含めた多くの方の安心安

全や、命を守るという点で、大変大きな役割があると思った。 

 

○  「新潟県 震度６強 山形に津波注意報」関連のニュースを見た。副音声で英語

でニュースを伝えていたことはよかったと思う。ＮＨＫは視聴者が次にとるべき行

動などを呼びかけていくことも必要だと思った。 
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 ６月１９日(水)の「ＮＨＫニュース７」では、地震が発生した仕組みを東京大学

の古村孝志教授が正確に解説しており、よい情報だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

災害報道を日本にお住まいの日本人だけに伝えればよいという

時代ではないことを、私たちも深く認識している。「情報の社会的

基盤」として、より多くの視聴者に情報が届くよう努力をしてい

かなければならないと考えている。災害は自分事として受け止め

てもらうことがとりわけ重要だ。今後もこのことを積極的に呼び

かけていきたい。 

 

○  「ＮＨＫニュース おはよう日本」のコーナー「ストップ詐欺被害」を見た。昨

年１１月の番組審議委員会でも意見が出ていたが、現在でもずっと続いていたのか

と驚いた。長期間にわたって放送を続けていることで、詐欺被害数の減少につながっ

てほしいと思った。 

 

○  ６月１５日(土)の英雄たちの選択スペシャル「大奥贈答品日記」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後

9:00～10:59)を見た。歴史のひもとき方が独特で、とてもおもしろかった。時間を

かけて制作したのだと思った。たくさんの人に見てもらいたいという制作の意図も

あると思うので、ゲストの選択も難しいと思った。 

 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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２０１９年５月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

５月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１６日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「２０１８年度九州沖縄地方向け放送番組の種別ごとの放送時間」に

ついて、報告があった。続いて、事前に視聴した、明日へ つなげよう「姜尚中 断層

帯を行く～熊本地震から３年～」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意

見の交換を行った。 

最後に、６月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  山元 紀子 （霧島高原ビール株式会社 代表取締役） 

副委員長 長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

委  員 大鋸 あゆり （伊万里ケーブルテレビジョン（株）取締役放送部長） 

籠田 淳子 （（有）ゼムケンサービス代表取締役) 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部教授） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

森    重隆 （九州ラグビーフットボール協会 会長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜明日へ つなげよう「姜尚中 断層帯を行く～熊本地震から３年～」  

（総合 ４月１４日(日) 放送）について＞ 

 

○  姜さんが地元の人と心を通わせている様子から、方言の良さを感じた。姜さんも

熊本地震を体験しており、震災を体験した者同士の心が通った様子が伝わってきて、

これまで見てきた熊本地震関連の番組の中でも、自然体で見ることができた。特に

印象に残ったのは、被災した保育園の先生が、傷ついた地元の自然の姿を子どもた

ちに隠すことなく見せていたことだ。地震の被害に遭った方々の傷の深さは体験し

ていない者には計り知れず、どう声をかけたらよいのか悩むが、園長と姜さんのや

りとりで「遊びの中で学ばせ、また同じ自然の中にこそ癒やしもある」とのことば

にとても共感した。逆境を乗り越えていく上で、自然に触れることや、一緒に生き

る人の存在はとても重要だと改めて感じた。子どもも大人も、地元を愛することは



2 

人としての幸せの１つなのだろうと思う。 

 気になったことが２つあり、１つ目は番組冒頭のスタジオのモニターに東日本大

震災発生当時の「地震だ 津波が来るぞ 逃げろ」と描かれた看板のようなものが

映っていたことだ。東日本大震災では津波が大きな被害をもたらしたが、熊本地震

では震度７の地震が２回発生し、内陸および沿岸で発生したマグニチュード３．５

以上の地震の回数が最多だったことが特徴なので、番組で津波の文字が入った映像

が出てきたことは違和感があった。２つ目は、番組冒頭で東日本大震災に対する思

いと、熊本で被災した時の思いが紹介された後、ナレーションで「このときの体験

は自らと災害との距離を一気に縮めることになった」と言っていたが、「この時の体

験」がどの時を指しているのかがわかりにくかった。「この日の地震の体験は」とい

うことばのほうが明確でわかりやすかったと思う。 

  

○  熊本地震は熊本城が大きく崩れるなど、都市型の地震のイメージがあるが、実際

には益城町から阿蘇まで東西の断層に沿って大きな被害が出ている。姜さんが人々

と出会いながら益城町から阿蘇を訪ねていったが、地方都市の町のあり方や過疎化

の問題と重なり、熊本地震によって、過疎化が加速度的に進んでいることも感じた。

人々とのふれあいなど現実をとても柔らかく伝えていたが、根底では大変厳しい現

実を伝える内容だったと思う。 

 番組では多くの人々が助け合い、自分たちも助けられていくという関係性がとて

もうまくまとめられており、そのことが重要だということを改めて感じた。地震か

らの復興と、少子高齢化で過疎化が進む中でのまちづくりは似ている部分があるが、

今後、熊本県や地方都市がこの問題を切り抜けていかなければいけないということ

を上手に伝えていたと思う。地震から３年後の被災地の姿を淡々と伝えていて、今

までになかった番組だという印象を受けた。これから１０年後、被災地である熊本

が、また地域の復興がどうなっているかということに興味を持った。 

 

○  姜さんの人柄が見えるよい番組だった。姜さんが来たことにとても喜び、家族が

来たように歓迎する被災地の人々の姿は、まさに今のありのままの姿だったと思う。

ドキュメンタリーは作り込むと窮屈さを感じることがあるが、今回の番組は自然に

見ることができた。カメラのフォーカスを慌てて合わせる場面や、ガンマイクが映

り込むといった場面をあえて編集で残していて、取材の姿勢がかいま見えてよかっ

たと思う。被災地の取材では、２次被害が近年問題になっているが、今回の番組は、

取材姿勢の流儀のようなものを感じた。 

 子どもたちとの散歩のシーンはとてもほほえましかったと同時に、傷ついたふる

さとの姿をあえて子どもたちに見せようとする保育園の先生方の信念が見る側にも

伝わり、感銘を受けた。「地震を起こすのも自然、癒やしてくれるのも自然」とのこ
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とばがあったが、熊本の豊かな自然や人々が支え合う姿を、姜さんの穏やかなこと

ばとともに見ることができた。中でも「助け、助けられる」ということばが大変印

象的だった。 

 

○  さらりと視聴できる番組でもあったと思うが、私にとっては一つ一つがとても心

に刺さり、考えさせられる構成だった。南阿蘇村の阿蘇大橋を震災遺構として残す

動きや、南阿蘇村の病院に一旦解雇された看護師が戻ってきた話もあり、被災地の

復興への動きを物語っていたと思う。また、熊本城の復旧の状況報告は、姜さんは

実際に訪ねてはいなかったが、熊本の復興を語る上で外せないものとして、伝えて

いたのだと思う。大切畑の集落の場面では、明るい情報も伝えられたものの、２２

世帯のうち２世帯しか戻ってきていないという厳しい現実も伝えられ、過疎化の問

題と相まって、今後どうなっていくのかという課題も突きつけられた。 

 益城町の保育園や劇団のシーンでは、人と人との団結がうまく描かれていた。姜

さんが「助け合うことが豊かさに通じる」と言っていたが、利己主義がはびこる今

の時代に、自然災害が警鐘を鳴らしているように感じた。地域で助け合うことの意

義を、私たちは何かあったときに気づくのだと思った。 

 番組終盤で、園児と姜さんとのほのぼのとしたシーンに続き、がけ崩れや地滑り

など、地震の爪痕が残るカットに移っていったが、私たちが常に自然の脅威と隣り

合わせにいるという現実を突きつけられているようで、身の引き締まる思いになっ

た。 

 姜さんは、方言やボディータッチなどでうまく地域の人のことばを引き出してい

て、とてもよかったと思う。話し相手から本音を引き出すことは大変だと思うが、

軽い話題から入り、最後は核心を突く質問をしていて、さすがだと思った。 

 

○  姜さんの起用が番組を成功に導いたと思う。地震から３年がたち、断層帯に暮ら

す人々が、苦悩を抱きつつも前を向いて生きていく姿を描くという番組のねらいが

よく伝わってきた。番組の展開や内容は、よくある手法だったが、別の言い方をす

ると、とてもわかりやすいということだと思う。震災から３年の節目の番組として、

被災地の状況が変わっていることをわかりやすく伝えていた。 

 姜さんのコメントは、決して新しいことや立派なことは言っていないが、落ち着

いた声と表情で、説得力があった。番組が放送された日曜日の午前中という時間帯

は、気合いを入れて、考えながらテレビを見る時間帯ではないので、番組の放送時

間は適切だったと思う。その点でも、とてもわかりやすい展開になっていたし、被

災地の今について、一般の人に考えてもらうきっかけになった番組になったと思う。 

 

○  姜さんがとてもよかったと思う。姜さんの、決して大きくはない静かな声で、た
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くさんの人を元気づけている姿から、姜さんのすばらしい人柄が伝わってきた。声

の大小ではなく、人としての中身がすばらしいからこそ、被災した人々を元気づけ

ることができるのだと思う。子どもたちと会うときの姜さんの目や様子から、心の

優しさを改めて感じることができた。 

 

○  橋本愛さんのナレーションは、淡々としている中にも被災地に対する優しさを感

じ、聞いていて心地よかった。姜さんも橋本さんも熊本県出身で、人選がとてもよ

かった。２日前に放送した実感ドドド！「姜尚中 故郷・熊本を行く～熊本地震か

ら３年～」でも、同様の内容を取り上げていたが、「実感ドドド！」では震災からの

復旧率の情報などをわかりやすく伝えていたのに対し、この番組では、被災者の情

緒や心の機微をより丁寧に描いていて、同じ素材を２つの番組として異なった手法

で仕立て上げていたと思う。 

 姜さんの静かな語り口や被災者への優しいまなざしなどで、終始安心感を抱き、

親しみを感じた。子どもたちが地震で被害を受けた地域を散歩する場面では心が揺

れた。被害を受けた場所を子どもたちに見せる事については、視聴者によってさま

ざまな意見があると思うが、姜さんは保育園の方針に優しく共感していて感動した。

相手に寄り添って話を進めていく姜さんの話し方は、思いやり深いコミュニケー

ション力のたまものだと思う。 

 全体的にとてもよい番組だったが、西原村のケーキ屋のちゅう房でお店の人がマ

スクをしていたのに、姜さんがしていなかったことに違和感があった。現場のディ

レクターの配慮があるとよかったと思う。 

 被災地と被災地で生きている人の歩みはまた番組にしてほしい。姜さんの人柄や

熊本に対する愛着、分析力やコメント力はほかの人に代えられないので、ぜひこの

番組の続きを制作してほしい。 

 

○  姜さんの独特な優しい声が、番組全体をゆったりとさせていたと思った。番組を

通して、助け、助けられる関係がいかに重要かということを教えてもらった。 

 先日、宮崎県で起きた震度５弱の地震を実際に体感したが、日本ではどこでも地

震やさまざまな災害が発生することを実感した。地震は終わったわけではなく、そ

ういったメッセージを最後に伝えてほしかった。熊本城はいまだ復旧にいたらず、

地震で離れた観光客の数も地震前の水準まで戻っていない。その中で現地の人が今

後どのように生きていくか、自分の身に置き換えて見てほしいし、報じてほしい。

番組をきれいにまとめる必要はなく、地震によるさまざまな被害の記録を残してい

くことが大事だと思う。 
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○  被災地を歩く姜さんの心打たれる言葉がたくさんちりばめられた番組だった。「日

曜美術館」の司会以来のファンである私は、この番組で今までにない姜さんに出会

えたと思う。思わずつぶやく彼の言葉や会議の中での熊本弁が、すごく自然で、一

緒に訪ねている気持ちにさせてくれた。厳しい現実を知らされ、地震の痛手の中、

必死で前に進もうとしている人々の姿が描かれていた。被災地「奇跡の集落、大切

畑」は２２世帯から現在２世帯に減っている現実、立野病院の看護師不足の厳しい

現実を認識させながら、語る人の明るい笑顔が逆に深く重く考えさせられた。姜さ

んの言葉で「不幸な体験ではあっただろうが、助け、助けられる関係をつくってい

く事が豊かさへ通じる」、強く心にひびいた言葉だった。タイトル「明日へつなげよ

う」のテーマが再確認され心がほっこりした。 

 

○  特に印象に残ったのは、姜さんと、被災地ボランティアで被災地の女性と結婚さ

れた吉丸さんとの会話だ。姜さんが吉丸さんに「ここが故郷になりそうですか？」

と質問をすると、吉丸さんが「これから自分たちの故郷を作っていく段階、３０年

後に息子たちが誇れるふるさとを作っていければと思う」と答えたのが心に残った。

そのあと、姜さんの「内側と外側の人が協力している被災地は何とかやっていけて

いる」ということばを聞いて、被災地を巡り、被災者の現実とことばにたくさん触

れ合ってきた姜さんだからこそ言える、本当のことばだったと思った。今回の番組

を通じて被災地の辛い経験と復興への姿勢を視聴することが出来た。さらに現地の

事実を伝えるテレビのすごさを改めて知ることができた。 

 

（ＮＨＫ側） 

貴重な意見を今後の番組づくりに生かしていきたい。姜さんは、

制作側が考えていた以上に、当事者意識や問題意識を持って番組

制作に臨まれていた。その様子が多少なりとも番組で伝わってい

たとしたら、制作した価値があったと思う。意見を頂いたように、

熊本地震はまだ終わりではない。粘り強く取材を続け、被災地の

復興の状況だけでなく、課題についても取り上げ、両面を伝えて

いきたい。 

熊本地震以降の熊本局の番組の中で、姜さんの出演は今回が初

めてだったが、非常に手応えのある番組が制作できたと思ってい

る。 

 

（ＮＨＫ側） 

私たちマスコミは、節目できれいにまとめたがる節がある。別

の番組で、地震後ずっと追いかけている取材相手に３年の節目の
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インタビューを求めたが断られた。その方から、まとめてしまう

とひとつの区切りになってしまう、復興は全然終わっていない、

ということを聞いて、私たちも背筋が伸びた。引き続き視聴者の

皆さまに寄り添った番組制作をしていきたいと思っている。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ４月１９日（金）の沖縄の歌と踊り「アーカイブスで見る『沖縄の歌と踊り』５

０年」(総合 後 7:30～8:42）を見た。地方局が５０年も一つの番組を続けているこ

とは大変な偉業だと思う。戦後の沖縄で、文化芸能の復興に尽力された人や、今で

は家元になっている人の若い時の映像が紹介されて、大変貴重だと思った。沖縄の

文化芸能が先輩方の努力によって築き上げてこられたことを実感した。また、現代

の実演家が次世代に芸をつなげる気概のようなものを、番組がしっかりと捉え、放

送で伝えていたこともよかった。ことしで組踊が上演されてから 300周年となるが、

これからも沖縄の文化や芸能を応援してほしいと思う。 

 

○  ４月２６日(金)のみやざき熱時間スペシャル「みやざき 平成からの伝言」(総合 

後 7:30～8:42）を見た。番組では、農林水産業、防災、地方自治、観光という４つ

のテーマで宮崎県の平成の３０年間をまとめており、番組制作には苦労したと思う

が、これまでの歴史を扱った秀逸な番組だった。ただ、最終的に人と人がつながっ

て、より豊かな宮崎になってほしいというまとめ方をしていたが、小さくまとめら

れてしまったと感じた。人と人のつながりが大切なのはその通りなのだが、もう少

し先を見て、今後の社会で経済がどうなっていくか、どのように大きく育てていく

か、さらには民間や行政の組織体制のあり方など示唆を与えてくれるようなまとめ

方にしてほしかった。今後はそうした番組づくりを意識してほしい。 

 

○  ４月３０日(火)の「退位」関連のニュース（総合 後 4:00～6:45）や、５月１日(水)

の「即位」関連のニュース(総合 前 8:15～11:54)で、「退位礼正殿の儀」や「剣璽等

承継の儀」の中継を全て見た。これらは、ＮＨＫが歴史的瞬間を正しく後世に伝え

ていくために、非常に大事な放送だと思う。歴史的瞬間をどう捉え、どう映し伝え

ていくのかといったことを意識して見た。公共放送としての役割の一つでもあると

思う。 

 

○  ＮＨＫのアーカイブス映像のすごさと、アーカイブスを生かすＮＨＫの力を感じ

た１か月だった。平成から令和に変わるにあたって、各局でもさまざまな特集番組

を放送していたが、ＮＨＫのアーカイブスを生かした特集番組のクオリティーは群
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を抜いていたと思う。 

 ４月３０日(火)に放送した、ゆく時代くる時代～平成最後の日スペシャル～「ゆ

く時代くる時代 ついに“時代越し”！」(総合 後 11:25～5 月 1 日(水)前 0:30）は、

期待していたが民放のバラエティーのようで、もの足りなく感じてしまった。一方

で、４月２９日(月)に放送した「天皇 運命の物語」の４本シリーズは昨年放送し

た番組の再放送だと思うが、このタイミングでの放送はとてもよかったと思う。アー

カイブス映像は単なる映像ということだけではなく、当時の空気を感じる。皇室の

秘蔵映像に、新しい資料、側近やご学友の方々などを丁寧に取材した上で、アーカ

イブス映像を再編集していて、昭和と平成の皇室と国民の関係の変化をうまく伝え

ていた。沖縄県民の中には皇室に対して複雑な感情を持っている人もいると思うが、

今の上皇、上皇后両陛下が沖縄訪問などの各地の慰霊の旅を、強い思いをもって重

ねてこられたことを改めて知ることができた。ナレーションもすばらしく、とても

感動した。 

 

○  ５月２日(木)のサンドのお風呂いただきます選「別府温泉郷 前編」(総合 前

8:15～8:42）と３日(金)「別府温泉郷 後編」(総合 前 7:30～7:57）を見た。地球

の最後の「秘境」が家族風呂ではないかという、スタッフの熱い思いが伝わってく

る番組だった。第１回目が別府温泉で、身近に感じ番組を視聴した。前編では、伊

達みきおさんが家族への愛で作られたお風呂に一緒に入りながら、思い出話を紡ぎ

出し、その人の人生を語らせるところに伊達さんの優しさがあふれていたと思った。

後編では、家族のために温泉を掘り当てた８３歳の男性と一緒に風呂に入り語り合

う、自然な会話がとても印象的で、笑いを交えた苦労話は心に響いた。ゲストの撮

影スケジュールの調整や、撮影許可など準備が大変だと思うが、日本の温泉地を網

羅し、長寿番組になるように頑張ってほしい。 

 

○  ５月７日(火) プロフェッショナル 仕事の流儀「我流、肉道～精肉店店主・新保

吉伸～」を見た。本当においしい肉を何年もかけて手がけてきた精肉店店主を取り

上げていたが、食の安心安全といった情報を、現在の情報社会で正しく手に入れる

ことの難しさを感じた。ただ単に、顧客を得て商品を届ければ良いというのではな

く、長い時間をかけて取引先とのつながりを作り、取引先や仲間のネットワークを

強くすることで、本当に正しい物が正しく伝えられていくのだと感じた。 

 

○  ５月１０日(日)のドキュメント７２時間「長崎・五島列島 さよならフェリー」

を見た。情感あふれる、胸をうつ番組だった。人々の別れの時、節目の時だからこ

そ発せられる心情の発露、揺れ動く感情や惜別の情が伝わった。それらの思いがこ

められたひと言ひと言に感情移入することができた。妻を亡くし半生を振り返る男



8 

性や、離婚した妻と再び結婚し、子どもの入学式のために広島に向かう男性など、

ただの出発ではなく、それぞれの再出発が描かれていたと思う。また、純朴なカト

リック教徒の人や、一度東京に出たものの、島の良さに気づいて戻ってきた人など、

五島ならではの風土や魅力が描かれていたことも印象に残った。 

 

○  ドキュメント７２時間「長崎・五島列島 さよならフェリー」を見た。五島では、

フェリー乗り場が別れの場所になるため、自然と人が集まるという島ならではの現

状がわかった。インタビューで話を引き出すのがうまく、たくさんのストーリーや

ドラマが盛り込まれていて、大変感心した。特に進学のために島を離れる１８歳の

男性とのインタビューでは、亡くなった母とのやりとりが紹介されて、涙しながら

視聴した。島の温かい暮らしが目に浮かぶようだった。フェリーを見送る人々が「気

張れ」と叫んでいるところで、「ギバレ」と文字スーパーが出ていたが、五島の方言

なのか、それとも「キバレ」の間違いなのか気になった。また、インタビューとイ

ンタビューの間に、ナレーションが入るときと、文字スーパーだけのときがあり、

どのような意図で分けているのか疑問に感じた。番組の途中で、国境に接する五島

では、島民が長く居住出来るように、フェリー代が半額になるなど国から補助があ

ることが紹介されたが、対馬など韓国と隣接しているほかの島の現状も知りたいと

思った。 

 

○  ５月１０日(金) ドラマ１０ ミストレス～女たちの秘密～（４）「危ういキス」

を見た。セクシーさやサスペンスの雰囲気があり、始めはＮＨＫで放送していると

気づかなかった。内容も、女性にとっては共感できる話が多く、ここまで知ってい

るのかと驚くような展開の連続だった。フランスに住む友人のところに行ったばか

りだったので、海外の多様な恋愛事情と似たような話で正直驚いた。女性の知り合

い数人で会ったときにも、このドラマの話で盛り上がり、話題性のある番組だと感

じた。 

 

○  ５月１２日(日)の明日へ つなげよう「未来への手紙２０１９～あれから８年た

ちました～」を見た。タイトルが一般的で見逃してしまいそうだったが、くぎづけ

になって見た。東日本大震災当時、大川小学校の児童だった男の子が成人を迎える

年齢になり、自分が生きた意味を考えて語り部になっている姿に驚き、尊敬の念を

抱いた。一方で、震災によって性格が変わってしまった子どもがいることを知り、

とてもつらい気持ちになった。この番組の企画、制作の中心にはＮＨＫの職員だけ

でなく、外部の番組制作会社のディレクターたちも加わっていた。放送につなげる

までの制作者の熱意が見る側にも伝わり、心を動かされる番組となったのではない

かと思いながら番組を視聴した。 
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○  ５月１２日(日)のＮＨＫスペシャル シリーズ 人体Ⅱ遺伝子 第２集「“ＤＮＡ

スイッチ”が運命を変える」を見た。１０年以上研究して解明されたような情報を、

一般の視聴者でもわかりやすく説明していることがとても興味深かった。日本の科

学力の低下が叫ばれているが、子どもたちやこれから科学を目指す人たちにとって

強く関心を引く番組だったと思う。論文を読み解く専門的な力がなくとも、十分に

関心を抱かせる番組だった。制作する人たちの労力は想像を絶するものがあるが、

それらを伝える責任も重大であると改めて思った。 

 

○  ラグビーワールドカップ 2019 をどのように盛り上げていくかについて、150 日前

や 100 日前といった節目にイベントを開催することも大事だが、長い期間で機運を

醸成していくプロジェクトも大事だと思う。「サンデースポーツ 2020」の中で、ラグ

ビーのポジションを動物に例えて説明しているコーナーがある。そのような３分や

２分のミニ番組を、ラグビーワールドカップ 2019 開催まで放送するなど、継続した

取り組みを検討してほしい。 

 

○  ４月２０日(日)のＥＴＶ特集「連合赤軍 終わりなき旅」を見た。連合赤軍の元

メンバー４人の人生をたどる濃密な番組だった。彼らが革命運動に参加した動機は

傾聴に値するし、説得力もあった。しかし、手段は明らかに間違いだったと改めて

思った。時代や社会の状況が違うからといって、別の世界の事として見ることは許

されない。視聴者は今現在のこと、自分たちのことと受け止めて見ないといけない

番組だと思う。ＮＨＫのホームページに視聴者の感想が掲載されていて、高く評価

するものが多くあった。現代の社会や人間についても深く考察させる、すぐれた番

組だと思った。 

 

○  ４月２８日(日)の美の壺・選「人生の宝箱 町の本屋さん」を見た。「美の壺」は

書画骨とうや美術工芸を扱う番組という認識だったので、おもしろい題材の選択だ

と思った。ただ、終盤で「書店が建てられて 100 年」と言っていたが、正確には９

５年で、冒頭のナレーションで創建大正１３年と言っていることからも整合性がと

れていない。切りの良い 100 年という表現を使うとすると、少し補足が必要だと思

う。番組ではそのほかにも、大変ユニークな書店が紹介されて楽しく視聴すること

ができた。番組の合間で出演している草刈正雄さんがチャーミングで、ナレーショ

ンの木村多江さんとの掛け合いも軽妙でテンポがよい番組だと思った。 

 

○  ５月１３日(月)の＃ジューダイ「ひとり暮らしをはじめる君へ 食生活応援編」

を見た。昨年亡くなった辰巳渚さんが、ひとり暮らしをしている長男に向けて執筆

した本を元にしたドラマが放送され、「どんなに心乱れたときでも、自分の心身を養
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う一食を、自分自身で整えられる人になることができたら、あなたは何があっても

大丈夫」ということばが紹介された。渚さんから子どもに対する愛情がこもった名

言でとても心に残った。実際に長男が渚さんの残したレシピを手際よく作るところ

も紹介されて、家事や食を通して、親子の絆が感じられるよい番組だと思った。番

組自体は司会も含めて大変楽しい雰囲気で展開するが、辰巳さん親子のちょっとい

い話もバランスよく配置されており、番組本来のターゲット層ではない自分も、２

５分間集中して見ることができた。番組で紹介したレシピがホームページやＳＮＳ

で公開されており、視聴者に親切なつくりだと感じた。 

 

○  ４月３０日(火)の「今日は一日“ＴＨＥ ＡＬＦＥＥ”三昧」(ＦＭ 後 0:15～6:50、

後 7:20～9:15）を聞いた。最初はほかのことをしながら聞いていたが、とても話が

おもしろくて、途中からはラジオに向き合って聞いていた。平成最後の日を、好き

なアーティストの音楽とトークを聞きながら最後まで堪能した。レギュラー番組の

「ＴＨＥ ＡＬＦＥＥ 終わらない夢」をこれからも楽しみにしたいと思った。 

 

○  フェイクニュースが横行している時代の中で、ＮＨＫは報道の良心であり、視聴

者はＮＨＫが報じるニュースを信じていると思う。先ほどの「２０１８年度九州沖

縄地方向け放送番組の種別ごとの放送時間」の資料でもあったように、報道時間に

たくさんの時間を費やしている。先導して事実を伝えていってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

関心を持っていない視聴者に、どのように届けていくかをしっ

かりと考えていかなければいけない。一方で、関心を持っている

視聴者には新たな発見を提示することを意識しなければいけない

と思った。 

視聴者にとって親切な番組という意見が出たが、私たちが番組

やニュースを伝える際に、視聴者にどこまで親切に寄り添うべき

かという課題がある。親切すぎると過剰に感じられ、足りなけれ

ば、伝えるべき情報が届かないことも考えられる。番組づくりの

丁寧さや伝える側の気持ちをどこに込めていくか、常に意識して

いく必要があると思った。 

 

  

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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２０１９年４月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

４月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１８日（木）、ＮＨＫ福岡放送局におい

て、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず事前に視聴した実感ドドド！「中国巨大市場で“知的財産”を守れ」

について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、５月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  山元 紀子 （霧島高原ビール株式会社 代表取締役） 

副委員長 長﨑 健一 （（株）長崎書店  代表取締役社長） 

委  員 秋本 順子 （金属造形作家） 

楠田 喜隆 （（株）雲仙きのこ本舗 常務取締役) 

関西 剛康 （南九州大学 環境園芸学部教授） 

田川 大介 （（株）西日本新聞社編集局総務） 

富田 めぐみ （琉球芸能大使館代表） 

森    重隆 （九州ラグビーフットボール協会 会長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜実感ドドド！「中国巨大市場で“知的財産”を守れ」  

（総合 ３月１５日(金) 放送）について＞ 

 

○  日本のラーメン店とそれを模倣した中国のラーメン店について、映像とコメント

で説明してから番組に入ったことで、抵抗なく番組を見はじめることができた。こ

れまでの粗悪なコピー商品とは違い、模倣ビジネスとして巧妙化していることがわ

かった。中国においても権利に対する意識が高まっていることによって、中国企業

が先回りして商標登録することにつながり、逆に本家が中国進出する際の弊害に

なっているというのも皮肉な結果だと感じた。模倣する側は何を考えて模倣するの

か、むしろ、お客が喜ぶことをして何が悪いのかという考え方があるように思った。

番組では模倣している企業に電話取材をしていたが、もう少し業者の本音の部分を

聞けたらよかったと思う。番組後半では、福岡の企業が中国の企業とパートナーシッ

プ協定を結ぼうとする姿が描かれていて、新しい可能性も感じた。友好的な協議を

経て、８か月にわたる交渉がまとまり、両者が笑顔で固い握手をする場面はとても
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よかったし、交渉の場というデリケートな場面にカメラが入って、象徴的な場面を

撮影できたことはすばらしいと思った。パートナーシップ協定を結ぶ事例はまだ珍

しいと思うが、不可能ではない事を感じさせてくれた。この番組を模倣ビジネスに

力を注いでいる人たちに成功例としてぜひ見てもらいたいと思った。 

  

○  これまでの「実感ドドド！」の中でも、とてもおもしろく、興味をもって見た。

知的財産をめぐる世界的な攻防を、身近にあるお店や企業を舞台に描いていること

が非常に具体的で、何が問題か、どんなことで苦労しているか、どのように解決し

ていこうとしているのかが、とてもわかりやすく伝えられていた。パートナーシッ

プ協定を結ぶ握手の場面は印象的だったが、実際には交渉がうまくいかなかった事

例もたくさんあると思うので、そのような事例にもう少し触れられているとよかっ

たと思う。「周到な準備と戦略がなければ奪われてしまう」という弁護士のことばが

印象的だった。 

 

○  最近、１年単位でも中国がすごいスピードで変わってきていると実感している。

中国はどんどんと欧米化しており、国際的な利権の確保を国が主導して進めている

ことを、国際弁護士の視点も交えてはっきりと伝えており、切り込みにくい点をよ

く押さえていると思った。中国の企業や国家が、まずは自分の利益を最大に得よう

というところから始まり、徐々に譲歩していく手法について、短い番組でよく表現

できていた。今後、九州地方もインバウンドの増加で世界と関わり、今以上に権利

関係をしっかり押さえていくことが当たり前となる時代に突入したことを番組で伝

えてくれた。１時間か１時間３０分の番組でもよかったと思うほど、興味深い番組

だった。番組後半で北京の企業が福岡の企業と提携しようとしていたが、中国とい

う漠然とした相手ではなく、北京という中国の巨大都市の企業との提携であり、地

方都市である福岡がこうした大都市の企業と対等にやりとりする時代になったとい

うことを鮮明に感じた番組だった。 

 

○  タイトルの「知的財産を守れ」ということばが強く印象に残った。私が子どもの

頃は、日本が他国のものまねをしていると言われた時代だったことを番組を見て思

い出した。今は、日本が知的財産を持っており、粗悪品だったメードインジャパン

のイメージが、今やかっこいい、すばらしいというイメージに変わっていることや、

実際に中国が日本を模倣しているということから、時代の変化を強く感じた。中国

と福岡の今後の関わりについて、弁護士を通じて問題提起していたことは、私のふ

だんの生活では触れることのない事柄だったので、関心をもったし、わかりやすかっ

た。ただ、番組の最後に司会の永井伸一アナウンサーが戸惑っているように見えた

瞬間があり、番組の演出なのか、少し気になった。 
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○  私も中国に対して、粗悪な模倣品や海賊版にあふれるコピー大国といったイメー

ジがあったが、今では問題の次元が大きく変わってきていること、日本企業は適切

な知財戦略なしでは、海外への拡大や進出どころか、コピーされて訴えられるリス

クがあるということは衝撃だった。また、番組の中で識者からの「インバウンドは

効果も大きいが、副作用も十分にありえる」という指摘は、新たな視点を与えてく

れたと思う。番組ではラーメン店とフォント制作会社という、全くタイプの異なる

両企業がバランスよく取り上げられていて、最初から最後まで見応えがあったと思

う。特に、フォント制作会社の事例は、中国企業との交渉に潜むリスクを克服し、

チャンスを切り開いたことは象徴的な事例だと思うので、全国に向けて放送しても

役立つ番組だと思う。九州と中国は距離も近く、「実感ドドド！」で取り上げるテー

マとしても適切だったと感じた。永井アナウンサーのコメントで時々ことばに詰ま

るところがあり、ふだんと違うと感じたが、司会担当として最後ということもあり、

気負いもあったのかと想像した。「実感ドドド！」はよく視聴している番組で、司会

を務めた永井アナウンサーには親近感を感じる。２年間おつかれさまでしたと伝え

たい。 

 

○  番組終盤で、日本のフォント制作会社と中国の企業が交渉提携の握手をしている

場面を見て、中国に対するイメージはだいぶ変わったが、本当に大丈夫かと心配に

なった。それと同時に、地元企業を応援したくなる番組だった。日本のラーメン店

を模倣した中国のラーメン店は、味まで再現できていたのか、番組を見ていて気に

なった。番組の最後に、司会の永井アナウンサーが、後任のアナウンサーを紹介し

ていたが、「実感ドドド！」という報道番組の中では、紹介しなくてもよかったので

はないかと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

取材したディレクターによると味は全然違うそうだが、中国で

は人気がある。現状、番組で紹介した日本のラーメン店は香港に

は出店しているが、中国本土にはまだ出店しておらず、今後進出

するかどうか判断に迷っていると思う。一方、日本のラーメン店

を知っている中国の若い世代やインターネット上では、自国の店

が模倣だということがわかっているため、恥ずかしいと思ってい

る人もいるようだ。 

 

○  ラーメン店の模倣店の話を取り上げる中で、実際に番組スタッフが中国に足を運

んで、模倣店に取材許可の交渉をしていた。多くの番組では電話で聞き取りする事

が多いなかで、直接乗り込んでいく姿を見て、番組のやる気が感じられた。知的財
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産を守るためのセミナーや講習会の存在、現実に起きている問題や対策方法など、

大変勉強になった。インバウンドによる副作用の説明があったが、日本の企業にとっ

ても、自分たちは大丈夫かと気づかされる内容で、よい番組だったと思う。番組終

盤でアナウンサーが「さて、日本の市場は縮小傾向にあります」とコメントしたこ

とに違和感があった。コメントの前に、日本の市場が縮小していることについての

説明があればよかったと思う。 

 

○  知的財産という難しいテーマを、よく２５分の番組にまとめたと思う。日本には

中国からの視察研究を受け入れない経営者もいる。模倣されてしまうのではという

考え方が原因だが、その考え方も時代遅れかもしれないということに気づかされた。

グローバル化が進み、人口が減少していくなかで、日本の中小企業にとっても海外

進出が避けられなくなっていると思う。弁護士事務所の交渉術も紹介されていて、

日本企業側としても大変参考になったと思う。力のある国際弁護士を雇うことは企

業にとっても相当な費用がかかるが、番組の中で知的財産の勉強会の様子が紹介さ

れていたことはよかったと思う。１時間の番組でも十分な内容の濃さで、２５分間

では少し消化不良を感じ、もう少し見たいという気持ちになった。ぜひ続きを見た

いと思った。 

 

○  これまでの中国は何でもありのようにふるまってきていたように感じるが、少し

ずつ変わってきていることがわかった。全国に向けた番組でも制作できるような

テーマを、九州という枠で放送する意味合いがあると思った。冒頭、司会のアナウ

ンサーが、「知的財産を守れ」というタイトルを「知的財産を守る」と言い間違えた

と思う。タイトルには制作意図のニュアンスが込められており、何か気になること

があると、視聴者は次の展開についていけなくなるので、生放送でなければ撮り直

した方がよいと思った。 

 

○  １０月に上海の企業訪問に行った。数年前に行った時とは違って、日本と同じよ

うな暮らしがあることに驚いた。日本以上にＩＴ化が進んでいるし、中国人の服装

も日本人と変わらない。タイトルの「知的財産を守れ！」は「知的財産で攻めろ！」

というタイトルの方がよいと思った。守るだけでは時間とお金は生み出せない。と

もに進んでいくために知的財産があると番組を見て考えさせられた。中国市場に出

て行く上で、福岡は地の利があり、中小企業も知的財産を活用して攻めていく時が

きていると思う。友人の中国人に聞くと、模倣についてダメだと思ってはいるよう

だが、模倣をなくすことはできないと思う。責めるよりも攻める時代だと思った。

見た目の模倣の次に、目にはみえない価値でどれだけ差別化できるのか、次のステー

ジに、もう入っているような気がした。 
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（ＮＨＫ側） 

番組の最後で感じられた違和感について、永井アナウンサーに

とって最後の回だったことや、ふだんとは違ってゲストがおらず

１人で番組を進行したこと、想定と違うカメラの切り返しがあっ

たことなど、いろんなことが重なって、違和感につながったのだ

と思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

中国との関係性における知的財産のテーマは、日本全体、ひい

ては国際的な問題だが、地政学、最近言われているところの地経

学の観点からも、知的財産のテーマを福岡や九州沖縄として取り

上げたことに意味があったと思う。視聴者もいろいろと実感する

部分はあったのではないかと思う。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ３月２４日(日)の日曜美術館「“浮世の画家”を描く～カズオ・イシグロの小説に

挑む現代作家～」を見た。３月３０日(土)の土曜ドラマ「浮世の画家」(総合 後 9:00～

10:29)の放送と連携して編成されていたと思う。「日曜美術館」の司会者でこの小説

の解説も務める小野正嗣さんがカズオ・イシグロさんを訪ねて、小説に対する思い

を直接聞くという、ふだんの「日曜美術館」とは異なる構成でつくられていて、新

鮮な気持ちで番組を見た。また、小野さん自身も芥川賞を受賞されている方で、受

賞当時と雰囲気が違っていたことや、説明がとてもわかりやすかったことから、興

味をもって見ることができた。番組はドラマ「浮世の画家」の登場人物が描く絵画

を、３人の若い現代作家たちが実際に描き、その絵画や制作する姿を紹介しながら

カズオ・イシグロさんにインタビューするという構成だった。描いた絵画を実際に

ドラマの一場面で使うことや、現代の生きている人に描かせた手法はとてもおもし

ろいと思った。絵画を描いた近藤智美さんという若い画家は、戦争を直接は知らな

い世代だが、ドラマの主人公の絵が大きく変わることになった「戦意高揚」の絵画

を描いていく。番組では近藤さんにインタビューしながらその姿を追っていて、非

常に引き込まれた。 

 ３月３０日(土)の土曜ドラマ「浮世の画家」も見た。絵の描写や画像がとてもき

れいだった。「日曜美術館」で紹介された絵画がドラマの中で、実際にどのように使

われていくか興味を持って見た。主演の渡辺謙さんは生身の人間をしっかり演じる

ために、メイクをほとんどしなかったそうだが、演技もすばらしかった。人によっ

ては捉え方が違うとは思うが、私にとっては約１時間３０分のドラマが長く感じら
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れた。２回に分けて放送してもよかったと思う。録画したドラマを何度も繰り返し

見て、絵画１つ１つにどんな役割があるのかを考えた。時代に翻弄された画家の一

生を描くことで、あやふやな自分の「浮世」について考え直させてくれる番組だっ

た。 

 

（ＮＨＫ側） 

土曜ドラマ「浮世の画家」については、８Ｋで制作する２作目

のドラマだ。１作目はもともと地上波で放送する制作手法で撮影

したもので、今回のドラマは８Ｋを強く意識して制作した初めて

のドラマとなる。このドラマは国内で見ていただくとともに、８

Ｋ映像で制作したことや、原作者がカズオ・イシグロさんという

ことも踏まえて、海外に向けても発信し、世界中の方々に見ても

らいたいと思っている。 

 

○  ３月３１日(日)のＮＨＫスペシャル「イチロー 最後の闘い」を見た。引退を表

明して１０日後の放送にも関わらず、内容の濃い番組で、短期間でよく制作できた

と感心した。これまでイチロー選手のインタビューを聞いても内容が難しいと感じ

ることが多かったが、今回はとてもわかりやすかった。シアトルの自宅でのインタ

ビューもあり、家族や愛犬と触れあう様子など、普段では見られないようなイチロー

選手の姿を見ることができ、あらためてイチロー選手のすごさを感じた番組だった。

本当によい番組だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

2008 年１月に放送した「プロフェッショナル 仕事の流儀」で

イチロー選手を扱った。以来、当時のディレクターがイチロー選

手との接点を持ち続けており、今回のＮＨＫスペシャルも、これ

までの長いおつきあいのなかで信頼関係を築き上げたことで制作

することができた。 

 

 

○  ４月２日(火)のクローズアップ現代＋「新元号は“令和”決定の舞台裏に迫る」

を見た。新元号の考案者だと推測されている中西進さんにも直接取材していた。考

案者が誰かということから始まって、どのような思いで元号は考えられたのか、新

しい元号が決定した舞台裏が徐々に明らかにされていった。新しい元号が発表され

た今、取材しないとわからない内容だったと思う。元号はもともと中国が国を統治

するためにはじめた制度であること、日本の古典から引用したことが歴史上画期的
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な出来事であること、最後には、これからの元号は国民が時代に託す思いを込めた

ものであることが大切だということなど、日本人にとっての元号を技術的、精神的

なアプローチで根拠立ててうまくまとめていたと思う。元号の存在に否定的な学者

の意見も紹介し、両者の意見をとりながら元号のあり方を今説いた姿勢はさすがＮ

ＨＫだと思った。 

 

○  ４月１１日(木)のクローズアップ現代＋「“見えない”被災者からの訴え～武田ル

ポ 熊本地震３年～」を見た。地震から３年目の節目で、復興などに目が向きがち

ななか、現実に目の前にある課題や見過ごされがちな問題、みなし仮設住宅に住む

人たちが抱える重く深刻な訴えを具体的に描き出した説得力のある番組だった。な

かでも、武田真一アナウンサーが現地を訪ねるという手法がよかった。武田アナウ

ンサーは東日本大震災や熊本地震を伝えるなど、地震報道の象徴的な存在として視

聴者から見られていると感じている。その武田アナウンサーが故郷で、初任地でも

ある熊本を訪ね、当時取材した方々に再会し、今の暮らしの課題を聞いた手法は、

視聴者の共感や理解を得るよい方法だったと思う。現状の課題をどのように考えて

いけばよいのかという点にも目を向けさせてくれる番組だった。南海トラフなど、

引き続き地震への備えをする必要がある。行政だけで対応することは難しく、行政

と民間との連携が欠かせない。そのためにはどういった道筋があるかについて考え

るヒントをもらった番組だった。 

 

○  ４月１７日(木)のクローズアップ現代＋「死にざま指南 看護師僧侶が説く」を

見た。人生の最期をどう迎えるか、最近、どのように財産を処分するか、墓や葬式

をどうするかなど終活が話題になっているが、そもそもどうやって死んでいくかと

いう根本の部分を気づかせてくれる番組だった。終末期医療はそもそもキリスト教

など宗教的な背景で日本に導入されているが、そういった宗教に拒否感を感じてい

る人にどう寄り添っていくかが今の課題だ。台湾の事例をもとに新しいみとり方の

潮流を紹介していて、本人が死をどう受け入れるかだけでなく、自分の家族や親し

い人の死をどうみとっていくか、あらかじめ心の構えをしていかなければならない

と感じた番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

「クローズアップ現代＋」について、いろいろ意見を頂いた。

この４月からは作り方を少し変えて、１週間に３本、これまでよ

りも５分拡大した３０分番組とした。また、昨年度まではほとん

ど生放送だったが、今年度からは、収録も含めて制作するように

なった。ニュースや特集企画よりも、一層踏み込んだジャーナル
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な番組を目指していろいろとチャレンジしているところだ。 

 

○  ４月７日(日)の統一地方選挙の開票速報について、ＮＨＫの当確情報は鹿児島の

民放よりも遅かった。民放が当確情報を出したとき、ＮＨＫは大阪の選挙の結果を

伝えていた。大阪の選挙も重要だが、鹿児島県民にとっては地元の選挙の情報も重

要なので、Ｌ字などで地域の情報を見ることができればよいと思った。 

 

○  ４月１２日(金)の実感ドドド！「姜尚中 故郷・熊本を行く ～熊本地震から３

年～」を見た。姜尚中さんは熊本市出身の政治学者、作家で、現在は熊本県立劇場

館長も務めており、熊本県民には大変なじみのある方だ。番組の冒頭で、現在の仮

設住宅の入居者数や災害復旧工事の完了率など、短い時間でわかりやすく示されて

いた。震災から３年という節目を迎えた今でも、仮設住宅の入居者数がピーク時の

半分近くの１万８千人もいることや、災害復旧工事の完了率が約６０％にとどまっ

ていることなど、現実の厳しさをまざまざと感じた。これまでも「実感ドドド！」

をはじめ、さまざまな番組で震災後の被災地の状況を取り上げているが、今回の番

組は特によかったと感じた。その理由は明確で、姜さんの存在が大きかったからだ

と思う。姜さんのゆったりとした静かな語り口や、論理的な分析、大変わかりやす

い説明、さらに被災地で暮らす方々への優しいまなざしなど、終始納得しつつ、安

心しながら視聴できた。これまでの被災地を取り上げる番組では、熊本や九州にゆ

かりのある若手のタレントなどの起用が多かったが、姜さんのコメントや被災地の

方々との熊本弁でのやりとりなど、どれをとっても抜群だと思った。また、今回か

ら司会を担当している魚住優アナウンサーは、番組の進行や姜さんへの質問が落ち

着いていて、番組全体のトーンを姜さんと一緒に上手に形づくっていた。姜さんが

訪問した西原村の大切畑集落は特に深刻な被害を受けた地域で、震災後２２世帯か

ら２世帯まで激減し、地域社会の維持が困難になっている。被災者の坂田哲也さん

の家庭では、今年長女に子どもが産まれた。長女の夫はもともと佐賀県からボラン

ティアで来られていた方で「これから時間をかけてふるさとをこの場所につくって

いく」という決意を述べていて大変感銘を受けた。震災が結んだご縁があるのだと

思う。姜さんは、多くの被災地を歩いた経験から「きわめて深刻な被害があった場

所でもうまく地域社会がまわっているところは、外から来た人ともともと住んでい

る人が化学反応を起こしているところだ」と言っていたことが印象的だった。２５

分の番組だったが、被災地の現状と課題、希望と可能性を感じ取ることができたよ

うに思う。番組の締めくくりに魚住アナウンサーから「私たちができることは何か」

と姜さんに問いかけたところ「ささやかでよいので、持続的にやれることをする、

例えば地元の農産物を買ったり、応援メッセージを発信したりすることでもよい。

伝えることが大事だ。」とのことばを聞き、熊本県民として徐々に被災に対する感覚
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が薄れていることを改めて感じた。時間を置いてから、姜さんが再び同じ場所を訪

ねる番組を見たいと思った。 

 

○  ４月１４日(日)のＮＨＫスペシャル「密着ドキュメント 片付け～人生をやり直

す人々～」を見た。以前から近藤麻理恵さんの片づけの考え方に共感する部分があ

る一方、違和感も抱いていた。近藤さんの片づけメソッドというのは、物を片づけ

ることで物と向き合い、自分の人生と向き合っていくことだと思うが、片づけをサ

ポートする方々はコンサルタントと呼ばれており、かなりカウンセラーに近い役割

をしていると思う。今回の番組では近藤さんの下で研修を受け、資格を取得したコ

ンサルタントがサポートしていたが、研修医が大手術を行うかのように、かえって

心の傷を深くしてしまうのではないかという危うさも感じた。取材対象になった３

人は、過去に引きこもりや家族とのわだかまりを感じ、それを抱えてきたことが、

物を片づけられないという形になって表面化したが、今までふたをしてきた問題と

向き合っていくうちに、物が片づいていき、心が整理されて人生が良い方向に変わっ

て行く様が、目に見える形で表現されていた。おそらく世界中に同様の悩みを抱え

る人がおり、近藤さんのメソッドによって救われた方々が数多くいることはすばら

しいと思った。一方で、商標登録された「コンマリメソッド」というのは、世界中

の認定コンサルタントのネットワークを通じて販売することで拡大している、いわ

ゆるビジネスでもある。番組としては近藤さんのメソッドを支持するつくりになっ

ていたが、宣伝にならないか少し不安になった。ただ、番組の中ではそのようなビ

ジネスの側面もあるということを、少し紹介してもよかったと思う。今回の取材対

象者３人は全員女性だったが、１人でも男性に取材していたらどうだったか、少し

興味を感じた。番組としては、片付けに成功した人だけを紹介したわけではなく、

道半ばで諦めた人も紹介したことはとてもよかったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＮＨＫの番組が宣伝になっていないかという意見について、Ｎ

ＨＫは広告媒体ではなく、そのスタンスが揺るぎないものである

ことは強調しておきたい。その中で誤解を招くような演出やコメ

ントにならないよう、これからもしっかり考えて放送を出してい

かなければならない。一方で、九州沖縄はさまざまな災害が起き

てきた場所なので、復興や地域振興という観点も私たちはしっか

りと考えていかなければならない。風評被害を受けている地域に、

私たちは何ができるか、復興に資するといった観点も意識して番

組づくりに取り組んでいきたい。 
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○  ４月１５日(月)の「おはよう九州沖縄」を見た。宮崎のえびの高原の山開きの

ニュースだった。これからの季節は、ミヤマキリシマやノカイドウといった、九州

や宮崎だけに自生する植物が見頃になる情報を伝えていて、観光の面でよいニュー

スだと思った。観光と地域の物産は連携していると思うが、観光に加えて地域の特

産物を買うことを楽しみにしている観光客も多い。ニュースなどで、地元の観光に

関する情報を発信する際に、合わせて地域の特産物の話題などの情報も発信しても

らえると、地域にとっても、そこを訪れる観光客にとっても喜ばれる情報だと思う。 

 

○  ４月１６日(火)に阿蘇を訪れていた際、テレビを付けるとＮＨＫ総合テレビで阿

蘇山噴火のニュースを伝えており、その場にいた全員が肝を冷やした。ほかのテレ

ビ局も見たが、通常の番組を放送しており特に変更はなさそうだった。その中でＮ

ＨＫでは噴火の様子や地元警察の発表の内容などきめ細かな噴火関連の情報を伝え

ていて、公共放送における災害報道の位置づけをあらためて感じた。これから１０

連休が控えており、観光地阿蘇への影響が気がかりだ。今後もきめ細かな報道をお

願いしたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

阿蘇山の噴火のような出来事はまさに、私たちが試される瞬間

でもある。瞬発力と、事の大きさによっては長期化も考慮しなが

ら取り組んでいきたい。地元の人にどれだけの情報を適切に伝え

られるかが重要だと思っている。 

 

○  ４月１４日(日)のもう一度見たい！平成のスポーツ中継第１回「夏のオリンピッ

ク」(BS1 後 7:00～7:55、8:00～8:50)を見た。平成の記憶を振り返りながら、オリ

ンピックに向けて機運を高めるという、両方を満たしている番組だった。番組では、

アテネオリンピックの体操男子団体のもようを放送していたが、私は中継で見た記

憶がないので、残念に思っている。中継したアナウンサーが「美しい体操」と表現

しており、ことばがとてもきれいで感動した。今は「技の体操」となっており、実

際に当時よりレベルが格段にあがっている。オリンピックの機運を高めていくこと

も重要だが、技術に重点をおいている体操のあり方を見直す時期にきているのでは

ないかと思った。ＮＨＫにはアナウンサーのことばや映像が記録、保存されていて、

そこからはそれぞれの時代を見ることができる。今後も同様の番組があると思うの

で、積極的に見ていこうと思った。特にスポーツ中継などは、アナウンサーのこと

ばの美しさを感じるので、勉強していきたいと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 
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「もう一度見たい！平成のスポーツ中継」は、シリーズで放送

しているものだ。これからも何回か放送して、たくさんの名勝負

を振り返っていきたいと思っているので、今後ともご覧いただき

たい。 

 

○  ３月１６日(土)の佐賀イズム「屋台人生バラエティー 社長ナイツ」を見た。「七

転び八起きの人生、どん底からの脱出方法、成功の秘けつを聞く」という番組のコ

ンセプトは、ありふれているが、佐賀の社長に限定した番組づくりは興味深い。成

功している現状の描写はもっと短くして、番組尺の大半をこのコンセプトに基づい

て構成してはどうか。例えばホテルを利用してもらうための営業の場面では「営業

に回ってみると、企業も宿泊施設を求めていた」という説明に終わっていたが、そ

んなに簡単なものだったとは思えない。企業は「もっと安い宿泊施設」や「サービ

ス」を求めていたのではないか。そこに金子和斗志社長の身を削る価格交渉やアイ

デアがあったのではないか、と思う。「七転び八起き、どん底からの脱出、成功の秘

けつ」。見ている人がうなるほどの、社長の経験を引き出す取材を求めたい。 

 

○  ３月２９日(金)の「朝ドラ１００作！全部見せますスペシャル～歴代ヒロインが

チコちゃんに叱られる！？～」(総合 後 7:30～8:42)を見た。「チコちゃんに叱られ

る！？」は毎週楽しみにしているが、最近、企画がいろいろ変化していると思う。

連休対応の働き方改革でチコちゃんのＣＧを使わずに横や後ろから撮影したり、岡

村隆史さんの対話はおもしろかったが、この回は「朝ドラ 100 作」と「チコちゃん

に叱られる！？」の合作で、全く別の番組になってしまった感じがした。そもそも

なぜ、連続テレビ小説は小説と言われるようになったのか、という問いに対する答

えが先延ばしされていて、見逃してしまった。流れが変わるとつかみにくく、結果

としてわからなかったので、番組の満足感が低くなってしまった。 

 ４月５日(金)の連続テレビ小説 なつぞら（５）「なつよ、ここが十勝だ」を見た。

「お願いします。手紙を出す１０銭を貸してもらえませんか」と主人公の奥原なつ

が、居候先の柴田富士子にお願いしたところで、泣いてしまった。思っていること

が言えない、今の日本の若い人は欲や夢がなく、怒らない。なつの怒らない経緯と

は違うが、怒りと涙が今の私たちには必要だと思った。 

  

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 
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